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1
部

港
区
と
戦
争

特
集
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木造家屋が空襲で焼き払われ、焦土と化した新橋周辺の航空写真。
手前が新橋駅、東京湾に向け汐留や浜離宮、築地などが広がる

（所蔵：港区立郷土歴史館）

近代化を進めながら、 外国との戦争を重ねてきた日本。

ついに国民すべてを巻き込む総力戦へと踏み込んで、 惨たんたる敗戦を迎えます。

当時、 芝区・麻布区・赤坂区に分かれていた港区も、

ほとんどが焼け野原となり、 多くの人が生命や家族や財産を失いました。

戦争はなぜ始まり、 港区で何が起き、 そのなかで人々はどう生き抜いたのでしょうか。

かつての戦争を振り返ることで、 現在と未来の平和についてあらためて考えてみましょう。

港
区
と
戦
争

特
集

 

■ 
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軍
都
と
し
て
の
港
区

特
集
　

港
区
と
戦
争

1

第
1
部

置
か
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し

た
。
国
家
の
利
害
を
優
先
す
る
争
い
の

頻
発
に
よ
っ
て
、
個
人
の
存
在
は
顧
み

ら
れ
ず
、
大
量
で
非
情
な
死
を
強し

い
る

時
代
と
も
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

「
一
等
国
」、
そ
し
て
敗
戦

近
代
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
ほ
と

ん
ど
絶
っ
て
い
た
外
国
と
の
交
流
を
解

禁
し
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
先
を
行
く
西
洋

諸
国
に
学
び
つ
つ
侵
略
さ
れ
な
い
こ

と
、
そ
し
て
西
洋
と
対
等
な
「
一
等

国
」
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
を
目
指

し
、「
富
国
強
兵
」
の
合
い
言
葉
の
下

に
、
学
問
や
科
学
技
術
、
経
済
、
そ
し

て
軍
事
力
の
発
展
を
急
ぎ
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
外
国
と
の
大
き
な
戦
争
を
何

度
も
経
験
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
に

は
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
戦
争
で
勝
利
を
重
ね

る
ご
と
に
、
日
本
は
国
際
社
会
で
の
地

位
を
向
上
さ
せ
、
自
信
を
深
め
て
い
き

ま
し
た
。
大
正
時
代
に
は
、
イ
ギ
リ
ス

と
の
日
英
同
盟
を
理
由
に
第
一
次
世
界

大
戦
に
参
戦
し
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
に

入
る
と
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
日
中
戦

争
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な

ど
と
の
太
平
洋
戦
争
と
続
き
、
日
本
は

ア
ジ
ア
各
地
を
巻
き
込
ん
だ
上
で
昭
和

20
（
1
9
4
5
）
年
に
惨
た
ん
た
る
敗
戦

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
戦
争
の
時
代
、
特
に
日
中

戦
争
や
太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
は
、
現

在
で
も
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か

議
論
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
、
そ
の
時
代
か
ら
何
を
学

ぶ
べ
き
か
を
考
え
、
議
論
し

続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
歴
史
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な

地
域
と
し
て
の
「
港
区
」
を

入
り
口
に
し
て
、
こ
の
「
近

代
」
と
い
う
時
代
を
見
つ
め

直
し
、
そ
れ
が
現
在
に
ど

の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る

か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
近
代
」
と
い
う
時
代

日
本
の
「
近
代
」
と
は
、
お
お
よ
そ

明
治
維
新
の
前
後
か
ら
第
二
次
世
界

大
戦
の
終
結
の
頃
ま
で
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
代
に
は
、
そ
れ
ま
で

身
分
の
中
に
押
し
込
め
ら
れ
、
尊
重

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
一
人
ひ
と

り
の
個
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
も
の
を
考

え
、
自
由
に
行
動
す
る
独
立
し
た
社

会
の
主
体
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
発
達

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス

で
起
こ
っ
た
産
業
革
命
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
物
流
、
人
々
の
移
動
、
情
報
の

流
通
が
盛
ん
に
な
り
、
人
間
は
陸
地
だ

け
で
な
く
海
を
縦
横
に
移
動
し
、
そ
し

て
空
へ
と
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。
地
球
の
裏
側
で
起
こ
っ
た
出

来
事
が
、
瞬
時
に
地
球
を
駆
け
巡
り
、

電
信
や
印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
同
時

に
多
数
の
人
々
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
人
々
の
意
思
を
結
集

し
て
巨
大
な
力
と
し
、
社
会
変
動
を
起

こ
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
き
ま
し

た
。
例
え
ば
遠
く
離
れ
た
A
国
の
様
子

を
知
っ
た
B
国
人
が
、
自
由
で
豊
か
な

A
国
と
、
貧
し
く
個
人
に
自
由
の
少
な

い
B
国
を
比
較
し
て
不
満
を
抱
き
、
ひ

そ
か
に
政
府
打
倒
を
呼
び
か
け
る
文
書

を
大
量
印
刷
し
て
瞬
時
に
大
量
の
賛
同

者
を
得
て
、
政
府
を
倒
す
と
い
う
よ
う

な
政
治
変
動
が
珍
し
く
な
い
時
代
と

な
っ
た
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
一

人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
た
は
ず
の
時
代
は
、
個
人

の
思
想
や
行
動
を
制
限
し
が
ち
な
時

代
に
も
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
を
背
景
と
し

て
、
国
家
同
士
が
競
合
す
る
国
際
社
会

が
急
速
に
発
展
し
、
民
族
や
文
化
、
価

値
観
の
違
い
に
由
来
す
る
争
い
は
か

え
っ
て
激
し
く
、
時
に
世
界
規
模
に
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
展
な
か
ば
の

国
々
で
は
、
先
に
発
展
し
た
国
々
に
領

土
を
奪
わ
れ
た
り
不
当
な
扱
い
の
下も

と

に

1
W A R

M I N A T O  C I T Y
and

軍
都
と
し
て
の
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港
区
と
戦
争

日
本
の
近
代
化
と
戦
争

港
区
と
軍
隊

東
京
都
港
区
は
か
つ
て
、
芝
区
・

麻
布
区
・
赤
坂
区
の
3
区
に
分
か
れ

て
い
ま
し
た
（
1
8
7
8
年
〜
1
9
4
7

年
）。
こ
の
地
域
に
は
、
幕
末
の
安
政

6
（
1
8
5
9
）
年
に
麻
布
善
福
寺
に
ア

メ
リ
カ
公
使
館
が
設
置
さ
れ
た
の
を
最

初
と
し
て
、
各
国
の
公
使
館
や
宿
舎
が

置
か
れ
ま
し
た
。
海
が
近
く
、
か
つ
江

戸
城
か
ら
も
適
度
な
距
離
で
、
立
派
な

建
物
を
有
す
る
お
寺
を
間
借
り
で
き
た

と
い
う
こ
と
が
関
係
す
る
よ
う
で
す
。

そ
の
後
も
増
え
続
け
、
麻
布
を
中
心
に

国
際
色
豊
か
な
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
81
か
国
の
大
使
館
が
港
区
に
置
か

れ
て
い
ま
す
（
令
和
7
年
3
月
1
日
現
在
）。

ま
た
、
か
つ
て
は
武
家
屋
敷
も
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
皇
族
や
華
族
、
有
力
官

吏
（
官
僚
）
や
政
治
家
、
実
業
家
の
屋

敷
が
多
数
所
在
す
る
お
屋
敷
街
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
に
大
き
な
特
徴
と
い
え
る

の
が
、
麻
布
・
赤
坂
に
軍
関
係
の
施
設

が
密
集
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
陸
軍

の
司
令
部
や
兵
舎
の
他
、
練
兵
場
も
あ

り
、
東
京
に
お
け
る
陸
軍
の
拠
点
で
し

た
。
し
か
し
今
日
で
は
、
ほ
と
ん
ど
面

影
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

か
つ
て
港
区
内
に
は
次
の
よ
う
な
軍

関
係
の
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

歩兵第三連隊の兵舎を描いた図。昭和6（1931）年刊行（所蔵：港区立郷
土歴史館）

青山練兵場。明治44（1911）年に発行された『東京風景』より
（提供：国立国会図書館デジタルコレクション）15 14



軍
都
と
し
て
の
港
区

特
集
　

港
区
と
戦
争

1

第
1
部

青山
通り 外

堀
通
り

赤坂
通り

外
苑
西
通
り

六本
木通
り

外苑東通り

表参道

皇
居

国立競技場

乃木坂

六本木

赤坂 溜池山王

外苑前

青山一丁目

表参道

赤坂見附

国会議事堂前

麹町

半蔵門
四谷

永田町

四ツ谷

信濃町

千駄ケ谷

青
山
霊
園

東京ミッドタウン

赤坂御用地

明治神宮
外苑

近衛歩兵第三連隊5

歩兵第一連隊3

歩兵第三連隊4

第一師団司令部1

麻布連隊区司令部2

近衛歩兵
第四連隊・第六連隊6

陸軍大学校7

青山練兵場8

地下鉄

現在の名称
港区にあった軍の施設

港区

黒い文字

緑の文字

第
だいいち

一師
し だ ん

団司
し れ い ぶ

令部
赤坂区青山南町1

「師団」とは、陸軍におけるさまざまな部隊
を束ねる最大の編成単位です。どの師団にも4
個（戦争末期は3個）の歩兵連隊が振り分けられ、
それ以外にさまざまな種類の部隊を束ねて、一
つの師団としていました。第一師団は明治維新
後、東京に置かれた最古の師団でした（当初の
名前は「第一鎮台」）。ちなみに第二は仙台で、以
下名古屋、大阪、広島、熊本と続きます。
※部隊は「個」と数えます。

麻
あ ざ ぶ

布連
れ ん た い く

隊区司
し れ い ぶ

令部
赤坂区青山南町2

兵事（徴兵・召集などに関する事務）を担当する本
部です。この司令部では、東京・神奈川の一
部を管轄下に置き、臨時召集令状（いわゆる赤紙）
などを発行しました。実際に通知を本人に届け
るのは、最寄りの役場の兵事係と呼ばれる職員
でした。

近
こ の え

衛歩
ほ へ い

兵第
だいよん

四連
れんたい

隊・第
だいろく

六連
れんたい

隊
赤坂区青山北町6

第四連隊は明治20（1887）年編成。長く青山練
兵場に隣接していましたが、練兵場の代々木移転
後も残されました。太平洋戦争終結時にはスマト
ラに駐留。第六連隊は昭和18（1943）年、赤坂に
あった大宮御所（皇太后の住居）警備のため編成。と
もに跡地は都営霞

かすみがおか
ヶ丘アパート、國

こくがくいん
學院高校、都

立青山高校などの一帯に当たります。

歩
ほ へ い

兵第
だいいち

一連
れんたい

隊
赤坂区 檜

ひのきちょう

町3
明治6（1873）年に編成された陸軍部隊で、

東京を衛
えいじゅち
戍地（その部隊が永久に駐屯する場所）と

定められてこの地に兵舎を置きました。古くは
西南戦争に参加、日露戦争では旅順攻略で多
大な死傷者を出しました。また昭和11（1936）
年の二・二六事件後、満州に派遣され、ノモ
ンハン事件などに参加。太平洋戦争終結時に
は、フィリピンやマリアナ諸島にいましたが、
生き残った者は100人程度でした。庁舎は戦
後、防衛庁庁舎として使われた後取り壊され、
現在は東京ミッドタウンとなっています。
「歩兵第○連隊」という名前の部隊は、日本
各地に置かれ、戦争がない時も常時1千500
人ほどの兵が駐屯していました。地域の出身
者が集められたことから「郷土部隊」と呼ばれ
て親しまれ、誇りとされました。明治6（1873）
年に14個から始まった歩兵連隊は戦争末期に
は全部で400個以上にまで増えました。

陸
りくぐん

軍大
だいがっこう

学校
赤坂区青山北町7

陸軍大学校（陸大）とは、陸軍の将校（P.22参照）
から優秀な者を選抜して戦争の技術や戦略を教育
した軍の中の学校で、卒業者は陸軍のエリートと
して要職を占めました。明治16（1883）年開校、
60期生まで約3千500人が学びました。陸大が戦
争の技術ばかりを教え、視野の狭い人材を輩出し
たことが戦争の一因だとする批判がしばしば行われ
ます。校舎は戦後、区立青山中学校として使用さ
れましたが、現在は建て替えられています。

歩
ほ へ い

兵第
だいさん

三連
れんたい

隊
麻布区新龍土町

4
明治7年編成。太平洋戦争末期には沖縄に派遣

され、宮古島にて終戦。昭和3（1928）年築の庁舎
は戦後、東京大学生産技術研究所として使われた
後取り壊されましたが、一部が国立新美術館別館と
して保存されています。旧敷地には国立新美術館、
政策研究大学院大学などとともに、在日米軍のヘ
リポート基地（赤坂プレスセンター）があります。

青
あおやま

山練
れんぺいじょう

兵 場
赤坂区青山北町8

陸軍近衛師団・第一師団の訓練場として明治19
（1886）年に設置。毎年1月8日（陸軍始：陸軍の仕事
始め）と11月3日（天長節：明治天皇の誕生日）に観兵
式が行われたのをはじめ、重要な行事がしばしば
行われる施設でした。明治42（1909）年、代々木
に移転。跡地は3年後には明治天皇の大

たいそう
喪（葬儀）

の式場になり、その後明治天皇を記念する洋風庭
園として整備され、大正15（1926）年に神宮外

がいえん
苑

となりました（明治天皇を祀
まつ
る明治神宮が内苑）。苑内に

は競技場や野球場、絵画館（明治天皇の時代を描いた
絵画を展示）、憲法記念館（大日本帝国憲法が議論された
建物を移築。現在は「明治記念館」の名で結婚式場に）など
が建設されました。

地図でみる 港区にあった軍の施設

5
近衛歩兵第三連隊（近歩三）は明治18（1885）

年編成。近衛連隊は天皇と皇居を守護すること
を目的に編成され、他の歩兵連隊とは違い全国
から優秀な若者が集められたため、入隊するこ
とは大変な名誉とされました。戦時には各地に
派遣され、近歩三の場合、太平洋戦争終結時に
はスマトラに駐留していました。TBS本社がある
一帯が兵舎の跡地です。

近
こ の え

衛歩
ほ へ い

兵第
だいさん

三連
れんたい

隊
赤坂区一ツ木町

この他にも、歩兵第一旅団司令部、歩兵第二旅
団司令部、近衛歩兵第二旅団司令部などもありま
した。2個の歩兵連隊を束ねた軍隊の単位が「旅
団」です。

現在の地図に、当時の施設を表示しています
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第
1
部

動
員
さ
れ
る
若
者
た
ち

2

赤
坂
八
丁
目
の
区
立
乃
木
公
園
に
、
旧
乃
木
邸
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
邸
宅
は
明
治
35
（
1
9
0
2
）
年

か
ら
乃の

ぎ木
希ま
れ
す
け典

（
1
8
4
9
─
1
9
1
2
）
が
住
ん
だ
家
で

す
。
乃
木
は
、
明
治
時
代
の
陸
軍
軍
人
で
、
特
に
戦
前

に
は
日
露
戦
争
の
旅
順
攻
略
を
指
揮
し
た
英
雄
と
し
て

広
く
親
し
ま
れ
た
人
物
で
し
た
。

大
正
元
（
1
9
1
2
）
年
9
月
13
日
、
7
月
に
崩
御
し

た
明
治
天
皇
の
大
喪
の
当
日
、
乃
木
は
天
皇
の
後
を
追

い
、
こ
の
家
の
2
階
の
居
室
で
静
子
夫
人
と
共
に
命
を

絶
ち
ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
、「
乃
木
殉
死
」
と
し
て
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
天
皇
へ

の
忠
節
を
貫
い
た
こ
と
へ
の
驚
き
と
賞し
ょ
う
さ
ん讃が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
一
方
で
時
代
錯
誤
と
し
て
批
判
す
る
声
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
賛
否
の
声
に
衝
撃
を
受
け
た
森も
り

鷗お
う

外が
い

は
わ
ず
か
5
日
に
し
て
「
興お
き
つ
や

津
弥
五ご

え

も

ん

右
衛
門
の
遺
書
」

と
い
う
作
品
を
書
き
上
げ
る
な
ど
、
日
本
人
の
精
神
を

問
う
大
き
な
事
件
と
な
り
ま
し
た
。
旅
順
攻
略
の
際
、

多
数
の
死
傷
者
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
乃
木
の
評
価
は

今
日
で
も
割
れ
て
い
ま
す
。

乃
木
の
死
後
、
こ
の
家
は
東
京
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現

在
は
港
区
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

2
W A R

M I N A T O  C I T Y
and

動
員
さ
れ
る

若
者
た
ち
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港
区
と
戦
争

義
務
と
し
て
の
兵
役

江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、「
武
」（
軍

事
）
は
も
っ
ぱ
ら
武
士
の
仕
事
で
し
た

が
、
明
治
新
政
府
は
四
民
平
等
の
原
則

か
ら
「
国
民
皆
兵
」
を
唱
え
た
の
で
、

明
治
6
（
1
8
7
3
）
年
に
徴
兵
令
が
公

布
さ
れ
る
と
、
陸
海
軍
の
兵
員
を
全
国

民
の
中
か
ら
強
制
的
に
集
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
以
後
太
平
洋
戦
争
が
終

結
す
る
昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
ま
で
、

兵
役
は
日
本
の
成
人
男
子
に
と
っ
て
、
当

然
負
う
べ
き
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

検
査
の
結
果
が
良
か
っ
た
者
が
「
現

役
兵
」
と
し
て
「
徴
集
」
さ
れ
、
検
査

の
翌
年
1
月
10
日
に
入
営
と
な
り
ま
し

た
。
現
役
兵
と
し
て
の
入
隊
期
間
は
陸

軍
2
年
、
海
軍
3
年
（
陸
軍
よ
り
専
門
性
が

必
要
な
た
め
）
が
原
則
で
し
た
。
現
役
徴

集
さ
れ
る
範
囲
は
時
期
に
よ
り
変
化
す

る
も
の
の
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た

頃
は
、
甲
種
合
格
、
第
一
乙
種
合
格
ま

で
が
お
お
よ
そ
現
役
で
、
そ
の
後
さ
ら

に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
役
徴
集

と
は
な
ら
な
か
っ
た
合
格
者
（
補
充
兵
役
、

国
民
兵
役
な
ど
の
分
類
が
あ
る
）
や
現
役
兵
と

し
て
の
義
務
を
終
え
た
者
（
予
備
役
と
い

う
）
は
、
40
歳
ま
で
兵
籍
簿
に
名
が
載
っ

た
ま
ま
日
常
生
活
を
送
っ
て
待
機
す
る

状
態
と
な
り
（
こ
の
よ
う
な
人
々
を
「
在
郷
軍

人
」
と
呼
ぶ
）、
兵
員
が
不
足
す
る
と
臨
時

で
「
召
集
」
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
本

人
の
も
と
に
届
く
の
が
「
臨
時
召
集
令

状
」、
い
わ
ゆ
る
「
赤
紙
」
で
す
。

こ
れ
以
外
に
満
17
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
志
願
に
よ
り
入
隊
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
ま
た
中
学
か
ら
陸
軍
幼
年

学
校
、
さ
ら
に
陸
軍
士
官
学
校
、
海
軍

兵
学
校
な
ど
、
軍
の
幹
部
と
し
て
生
涯

を
送
る
学
校
に
入
っ
た
り
（
一
般
に
「
職
業

軍
人
」
と
呼
ば
れ
る
）、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

る
た
め
の
軍
の
課
程
な
ど
に
も
応
募
で

き
ま
し
た
（
陸
軍
少
年
飛
行
兵
や
海
軍
飛
行
予

科
練
習
生
、
通
称
「
予
科
練
」）。
そ
の
競
争

率
は
非
常
に
高
く
、
高
い
学
力
も
求
め

ら
れ
る
最
難
関
の
進
路
で
し
た
。

日
本
の
軍
隊
　
徴
兵
と
階
級

二
・
二
六
事
件
と
港
区

旧
乃の

ぎ

て

い

木
邸

昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年
2
月
26
日
未
明
、
日
本
中
を
震し
ん
か
ん撼

さ
せ
る
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
二
・

二
六
事
件
で
す
。
こ
の
事
件
は
、
天
皇
親
政
に
よ
っ
て
「
昭

和
維
新
」
を
起
こ
す
こ
と
を
主
張
す
る
陸
軍
内
の
勢
力
が
、

そ
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
見
な
し
た
首
相
の
岡お
か
だ田

啓け
い
す
け介

ら

閣
僚
や
重
臣
を
襲
撃
し
た
も
の
で
す
。
首
相
公
邸
で
は
、
岡

田
首
相
と
風
貌
が
似
て
い
た
義
弟
の
秘
書
官
が
本
人
と
誤
認

さ
れ
て
殺
害
さ
れ
、
岡
田
自
身
は
女
中
部
屋
の
押
し
入
れ
に

逃
れ
て
2
日
後
に
脱
出
し
奇
跡
の
生
還
を
果
た
し
ま
し
た
が
、

内
大
臣
斎さ
い
と
う藤
実ま
こ
と、
大
蔵
大
臣
高た
か
は
し橋
是こ
れ
き
よ清
、
陸
軍
教
育
総
監
渡わ
た

辺な
べ

錠じ
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
ら
が
私
邸
で
惨
殺
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
侍じ

じ
ゅ
う
ち
ょ
う

従
長
の

鈴す
ず
き木
貫か
ん
た
ろ
う

太
郎
は
4
発
の
銃
弾
を
受
け
て
重
傷
を
負
い
ま
し
た

が
、
と
ど
め
を
刺
そ
う
と
す
る
将
校
を
タ
カ
夫
人
が
押
し
と

ど
め
て
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。
鈴
木
は
、
昭
和
天
皇
か

ら
の
信
頼
が
厚
く
、
昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
8
月
、
日
本
が

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
降
伏
し
た
際
の
首
相
と
し
て
再
び

歴
史
に
登
場
し
ま
す
。

こ
の
事
件
は
、
3
日
後
に
鎮
圧
さ
れ
、
首
謀
者
18
人
は
死

刑
と
な
り
ま
し
た
が
、陸
軍
に
よ
る
政
治
介
入
は
一
層
深
ま
っ

て
い
き
、
こ
の
事
件
が
そ
の
後
の
政
治
動
向
の
大
き
な
節
目

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

港
区
は
こ
の
事
件
の
中
心
的
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
反
乱

を
起
こ
し
た
の
は
、
歩
兵
第
一
連
隊（
現
・
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
）、

歩
兵
第
三
連
隊
（
現
・
国
立
新
美
術
館
等
）、
近
衛
歩
兵
第
三
連

隊
（
現
・
T
B
S
本
社
）
の
将
校
と
そ
の
命
令
に
従
っ
た
兵
士

た
ち
で
し
た
。
襲
撃
さ
れ
た
高
橋
蔵
相
の
私
邸
跡
は
赤
坂
七

丁
目
に
あ
り
、
現
在
は
「
高
橋
是
清
翁お
う

記
念
公
園
」
と
し
て

整
備
公
開
さ
れ
面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
（
建
物
は
江
戸
東
京
た

て
も
の
園
に
移
築
さ
れ
現
存
）。
麻
布
に
あ
る
興こ
う
こ
く
ざ
ん

国
山
賢け
ん
そ
う
じ

崇
寺
（
元

麻
布
一
丁
目
）
に
は
「
二
十
二
士
の
墓
」
と
し
て
事
件
首
謀
者

た
ち
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

拠点となった赤坂山王下の料亭『幸楽』から、雪の中を平河町方向へ行進する反乱部隊
（提供：朝日新聞社／時事通信フォト）

明治神宮外苑競技場で行われた「出陣学徒壮行会」（提供：共同通信社）19 18
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図解でみる 動員される若者たち

翌年再検査

病中または
病後など

甲種

乙種
第一

乙種

丙種

丁種

戊種

志
願
に
よ
り
入
隊

徴
兵
検
査

現役 …… 入営する

第一補充兵役、第二補充兵役 …… 必要に応じて召集される

第二国民兵役※

予備役 …… 現役終了後に服す
 必要に応じて召集される ※

第
一
国
民
兵
役

徴兵免除

第二

乙種
第三

陸軍が2年間、海軍3年間 陸軍が15年4カ月間、海軍が12年間

17年4カ月間

昭和14（1939）年頃の兵役

合
格

※国民兵役 …… 戦時の動員が「第二補充兵役」まで動員しても不足する場合に召集の対象となる

17歳 20歳 40歳
昭和18（1943）年から
19歳にひきさげられた

昭和18（1943）年から
45歳にひきあげられた戦前の徴兵制では、基本的に満20歳から40歳（戦

争末期は45歳）の男子が兵役の義務を負いました。まず
20歳を迎えると本籍地において行われる徴兵検査を受
け、軍人に最も適している者から順に甲

こうしゅ
種合格・乙

おつしゅ
種

（第一、第二、第三）合格・丙
へいしゅ
種合格に分けられ、本籍地

を管轄する連隊区司令部が管理する兵籍簿に名前が登
録されました。身体や精神に故障がある者は丁

ていしゅ
種（徴兵

免除）、未
みけつしゅう
決囚・病気療養中などで判断しがたい者は戊

ぼ

種
しゅ
（翌年再検査）となり除外されました。重視されたのは

体格です。長く基準とされたのは身長で、152センチ
メートル以上とされていました。これは、軍装品がすべ
て既製品の支給であったからです。
甲種合格は男子の誇りとされましたが、当然ながら
戦争になれば命を落とす可能性もあり、できれば回避
したいと考えるのも人情でした。しかし徴兵検査に行
かなかったり、わざと悪い結果を得ようとする行為、
入隊を怠ったりする行為は犯罪となり、処罰の対象で
した。

徴兵制図解 ●

現在も世界で行われている徴兵制

193か国
国連加盟国

66か国

88か国 20か国 21か国

徴兵制がある国

徴兵制がない国 そのほか

独自の軍隊を持たない国
（他国による防衛、有事の徴兵、
準軍事組織、治安部隊などを有するものを含む）

赤紙（提供：慶應義塾福澤研究センター、所
蔵：田村眞氏）

徴兵され部隊へ入営するために、集団で東京駅を出発す
る列車に乗り込んだ学生たち（提供：朝日新聞社/時事通
信フォト）

港区からの学徒出陣

港区には、「学徒出陣」の対象になった学校が
二つあります。共に旧芝区に所在する慶

けいおう
應義

ぎじゅく
塾（大

学・大学予科・高等部）と明治学院（高等商業学校、のち
専門学校）です。慶應義塾の場合、昭和18（1943）
年12月に在学のまま軍隊に入った人数は「三千余
名」（『慶應義塾百年史』）、明治学院では、「二百余名」
（『明治学院百年史』）と推定されています。これ以降
にも在学生の入隊は続いたので、実際にはこれを
はるかに超える人数が、学舎を去って行きました。
ある者は最下級の階級のまま最前線で一兵卒とし
て戦死し、ある者は下級将校として短期間に飛行
機などの操縦訓練を受けて標的に突入する特攻隊
員の中核を担いました。
当時の高等教育機関にはわずかに自由な雰囲気

が残っているところもあり、実際徴兵を先延ばしす
るために大学進学を希望する者もいたので、総力
戦体制の中で高等教育機関を批判的に見る風潮も
ありました。慶應義塾の創立者・福澤諭吉は西洋
の自由主義、功利主義を日本に輸入して日本古来
の精神文化を破壊したとして、戦時下では批判の
対象となりました。また、明治学院は敵対する国々
の宗教であるキリスト教主義の学校として、戦時
下では難しい立場におかれました。当時の学校関

係者がどのように時局と向き合うべきであったか
は、今日さまざまに議論される重たい課題となっ
ています。

昭和18（1843）年11月、慶應義塾で行われた壮行会を終えて学校を
後にする学生たち（提供：慶應義塾福澤研究センター）

出典：『World Population Review』
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動
員
さ
れ
る
若
者
た
ち

2

厳
し
い
階
級
と
規
律

日
本
の
陸
海
軍
は
、「
皇
軍
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
軍
の
最
高
指
揮
権
で
あ

る
統
帥
権
を
有
す
る
大
元
帥
の
天
皇
の

軍
隊
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
大
変
厳

し
い
規
律
が
支
配
す
る
世
界
で
し
た
。

ま
ず
軍
隊
で
は
、
階
級
が
絶
対
で
あ
り
、

上
官
の
命
令
は
絶
対
で
し
た
。
個
人
の

自
由
は
な
く
、
手
紙
で
さ
え
も
す
べ
て

「
軍
事
郵
便
」
と
し
て
検
閲
を
受
け
な

け
れ
ば
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
規
律
を
逸
脱
す
れ
ば
容
赦
な
く
体

罰
を
食
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
陸

軍
で
は
「
内
務
班
」
と
呼
ば
れ
る
十
数

人
単
位
で
生
活
を
共
に
し
、
入
隊
し
た

て
の
新
参
兵
が
、
1
年
以
上
軍
隊
で
生

活
し
階
級
が
上
の
古
参
兵
か
ら
の
し
ご

き
に
耐
え
な
が
ら
軍
隊
で
の
規
律
を
身

に
付
け
ま
し
た
。
海
軍
で
も
「
海
軍
精

神
注
入
棒
」
と
書
か
れ
た
木
の
棒
で
、

尻
を
殴
打
さ
れ
る
こ
と
が
習
慣
化
し
て

お
り
、
本
来
軍
隊
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

は
ず
の
私
的
制
裁
（
リ
ン
チ
）
が
横
行
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

軍
隊
の
階
級
は
、
大
ま
か
に
は
下
よ

り
「
兵
」「
下
士
官
」「
士
官
」
に
分
け
ら

れ
ま
す
（
表
1
参
照
）。「
兵
」
は
階
級
の

最
下
層
で
、
通
常
、
現
役
徴
集
に
よ
っ

て
入
営
し
た
場
合
は
こ
の
階
級
か
ら
抜

け
出
る
こ
と
な
く
終
わ
り
ま
す
。
命
令

に
従
う
こ
と
だ
け
が
求
め
ら
れ
る
階
級

で
す
が
、
優
秀
な
人
材
は
志
願
に
よ
り

「
下
士
官
」
に
な
る
道
が
あ
り
ま
し
た
。

下
士
官
は
現
場
指
揮
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
上
の
「
士
官
」
に
な

る
と
、
主
と
し
て
軍
隊
の
幹
部
に
な
る

た
め
に
育
て
ら
れ
た
陸
軍
士
官
学
校
や

海
軍
兵
学
校
な
ど
の
軍
学
校
出
身
者
が

占
め
ま
し
た
が
、
最
下
層
の
少
尉
や
中

尉
に
は
、
軍
隊
の
予
備
教
育
（
教
練
）
を

授
業
と
し
て
受
け
て
い
た
大
学
出
身
者

な
ど
が
、
多
数
含
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の

階
級
は
上
位
者
が
指
揮
を
執
れ
な
い
場

合
、
命
令
・
指
揮
の
権
限
を
引
き
継
ぐ

可
能
性
が
あ
り
、
大
局
的
な
見
地
か
ら

判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
軍
隊
の
秩
序
は
、
日
常

生
活
と
は
全
く
隔
絶
さ
れ
た
異
世
界
で

し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
の
軍
隊
に
限
っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
日

本
の
軍
隊
は
、
天
皇
の
軍
隊
と
い
う

点
を
強
調
さ
れ
、
精
神
主
義
が
極
端

化
し
て
い
き
ま
し
た
。
暗
唱
で
き
る

ま
で
叩た

た

き
込
ま
れ
た
「
軍
人
勅ち

ょ
く
ゆ諭

」〈
明

治
15
（
1
8
8
2
）
年
に
天
皇
か
ら
の
お
諭
し

と
い
う
形
で
示
さ
れ
た
文
書
〉
に
は
、
軍
人

は
ど
こ
ま
で
も
忠
節
を
尽
く
し
、「
死

は
鴻こ

う
も
う毛

よ
り
も
軽
し
と
覚
悟
せ
よ
」
と

あ
り
ま
し
た
。
後
に
陸
軍
大
臣
東
条
英

機
は
「
戦
陣
訓
」〈
昭
和
12
（
1
9
3
7
年
）〉

を
発
表
し
、
そ
の
中
に
は
「
生
き
て
虜

囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
い
う
有
名
な

一
節
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
捕
虜
に
は
な
ら
ず
「
玉ぎ

ょ
く
さ
い砕

」
や

「
特
攻
」
な
ど
に
よ
っ
て
最
後
の
一
兵

ま
で
も
戦
い
尽
く
す
と
い
う
考
え
方
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
命

を
極
端
に
軽
ん
じ
る
思
想
が
発
達
し
た

こ
と
は
、
日
本
の
軍
隊
の
歴
史
を
考
え

る
う
え
で
十
分
に
見
つ
め
な
お
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
で
す
。

［表1］軍隊の階級

士官（将校）
将官 大将 中将 少将
佐官 大佐 中佐 少佐
尉官 大尉 中尉 少尉

准士官
准尉
兵曹長

下士官
曹長 軍曹 伍長
上等兵層 一等兵曹 二等兵曹

兵
兵長 上等兵 一等兵 二等兵
水兵長 上等水兵 一等水兵 二等水兵

※太平洋戦争終結時。陸軍と海軍が異なる場合、■ が海軍での呼称。
※海軍では慣例的に「大尉」「大佐」をダイイ、ダイサと濁って読んだ。
※准士官は下士官と士官の間の階級で士官と同じ待遇を受けた。

軍事郵便の印章
（所蔵：港区立郷土歴史館）

日
中
戦
争
の
勃
発

日
本
と
中
国
と
が
戦
争
に
い
た
っ
た

歴
史
は
、
明
治
時
代
以
降
の
日
本
の

大
陸
政
策
か
ら
説
き
起
こ
す
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
の
日
本
軍
の
動
き
に
し
ぼ
っ
て

追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
4
（
1
9
2
9
）
年
の
世
界
恐
慌

の
影
響
は
、
日
本
に
も
深
刻
な
不
況
を

も
た
ら
し
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た

め
に
満
州
（
現
在
の
中
国
東
北
部
）
を
日
本

が
植
民
地
化
す
る
と
い
う
考
え
方
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
6
（
1
9
3
1
）
年

9
月
、
関
東
軍
（
満
州
に
置
か
れ
て
い
た
日

本
軍
）
は
、
奉
天
郊
外
で
鉄
道
の
爆
破

事
件
を
起
こ
し
、
こ
れ
を
中
国
が
起
こ

し
た
と
し
て
戦
闘
を
開
始
し
ま
し
た

（
満
州
事
変
）。
政
府
は
事
態
を
沈
静
化
し

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
現
地
の
関
東
軍

は
こ
れ
を
無
視
、
遂
に
満
州
一
帯
を
占

領
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
旧
清
朝
の
皇

帝
で
あ
っ
た
溥ふ

ぎ儀
を
執
政
に
す
え
、
名

目
上
独
立
国
と
し
て
満
州
国
を
建
国
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
不
当
と
す

る
中
国
の
訴
え
に
よ
り
国
際
連
盟
は

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
を
派
遣
、
そ
の
報
告

書
は
日
本
の
軍
事
行
動
と
満
州
国
建
国

の
正
当
性
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
昭
和
8
（
1
9
3
3
）
年
2

月
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
、
以
後

日
本
は
国
際
社
会
の
中
で
孤
立
化
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
緊
張
関
係
を
保
っ
て
い

た
日
中
両
国
で
し
た
が
、
昭
和
12

（
1
9
3
7
）
年
7
月
、
北
京
郊
外
の
盧ろ

溝こ
う
き
ょ
う

橋
で
演
習
中
の
日
本
軍
に
対
し
て
中

国
側
が
発
砲
し
た
と
さ
れ
る
事
件
が

発
生
（
盧
溝
橋
事
件
）、
こ
れ
を
発
端
と

し
て
日
中
両
国
間
に
戦
闘
が
起
こ
り
ま

す
。
こ
の
時
も
日
本
政
府
は
、
戦
闘
の

不
拡
大
を
望
み
ま
し
た
が
、
関
東
軍
は

こ
れ
を
無
視
し
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や

世
論
も
、
こ
れ
を
機
会
と
し
て
中
国
を

完
全
に
制
圧
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
が

高
ま
り
ま
し
た
。
日
本
は
北
京
、
上
海

と
制
圧
し
、
12
月
に
は
中
華
民
国
の
首

都
・
南
京
を
攻
略
。
一
方
中
国
側
は
国

民
党
と
共
産
党
に
よ
る
内
戦
を
休
戦

し
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
結
成
し
、

首
都
を
重
慶
に
移
し
て
徹
底
抗
戦
の
構

え
を
見
せ
ま
し
た
。
日
本
は
主
要
都
市

の
制
圧
に
成
功
し
な
が
ら
、
以
後
中
国

側
の
ゲ
リ
ラ
戦
に
苦
し
み
、
戦
争
は
泥

沼
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
太
平
洋
戦
争
へ

昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発

し
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
連
合
国
が

交
戦
に
至
り
ま
す
。
翌
年
日
本
は
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
日に

ち
ど
く
い

独
伊
三さ

ん
ご
く国

軍ぐ
ん
じ事

同ど
う
め
い盟

を
締
結
、
こ
れ
に
よ
り
連
合
国
と

の
対
立
が
決
定
的
と
な
り
、
日
本
に
対

す
る
禁
輸
措
置
な
ど
の
経
済
封
鎖
が

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ア
メ

リ
カ
と
の
戦
争
を
避
け
よ
う
と
日
米
交

渉
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
決
裂

し
、
昭
和
16
（
1
9
4
1
）
年
12
月
8
日
、

日
本
は
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
に
奇
襲
攻
撃
を

仕
掛
け
、
同
時
に
マ
レ
ー
半
島
に
進
攻

し
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
連

合
国
と
の
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
。

当
初
日
本
軍
は
快
進
撃
を
続
け
、
東

南
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
と
太
平
洋
に
散

ら
ば
る
島
々
を
攻
略
し
て
支
配
地
域

を
拡
大
し
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
17

真珠湾で日本軍の奇襲攻撃を受け沈没する、アメリカ軍の戦艦『ア
リゾナ』（提供：共同通信社、所蔵：ホノルル・アリゾナ記念館）

日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
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港
区
と
空
襲

3

（
1
9
4
2
）
年
6
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
で
大
敗
、
以
後
苦
戦
を
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
大
陸
一
帯
か
ら

太
平
洋
上
に
か
け
て
、
広
い
地
域
で
戦

闘
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
日
本
国

内
の
成
人
男
子
は
次
々
に
軍
隊
に
召
集

さ
れ
、
各
地
に
投
入
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
支
配
地
域
全
体
に
食
糧

や
武
器
を
補
給
し
続
け
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
く
、
こ
れ
が
後
に
大
量
の
餓
死

者
や
、
玉
砕
と
い
っ
た
悲
劇
を
生
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

昭和17（1942）年の戦況を示す地図（出典：『写真週報』202
号、提供：アジア歴史資料センター、所蔵：国立公文書館）

3
W A R

M I N A T O  C I T Y
and

港
区
と

空
襲

特
集

 

■ 

港
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初
空
襲
か
ら
絨じ

ゅ
う
た
ん毯
爆ば

く
げ
き撃
へ

日
本
の
本
土
が
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る

空
襲
を
初
め
て
受
け
た
の
は
昭
和
17

（
1
9
4
2
）
年
4
月
18
日
の
こ
と
で
し

た
。
こ
の
日
、
16
機
の
B 

25
爆
撃
機
に

よ
り
、
東
京
、
川
崎
、
横
須
賀
、
名
古

屋
、
四
日
市
、
神
戸
が
攻
撃
を
受
け
、

連
勝
を
重
ね
て
い
た
日
本
人
に
大
変
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

当
時
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
本
土
を
空

襲
で
き
る
基
地
が
な
か
っ
た
た
め
、
太
平

洋
側
の
日
本
近
海
に
航
空
母
艦
（
空
母
）

を
進
め
、
海
上
で
爆
撃
機
を
発
進
、
日

本
を
横
断
し
な
が
ら
爆
撃
を
行
い
、
連

合
国
の
一
員
で
あ
る
中
華
民
国
内
に
着

陸
さ
せ
た
の
で
し
た
。
指
揮
官
の
名
前
を

取
っ
て
、「
ド
ゥ
ー
リ
ッ
ト
ル
爆
撃
」
と

呼
ば
れ
る
こ
の
空
襲
は
1
回
限
り
で
し

た
が
、
日
本
側
は
十
分
な
迎
撃
が
で
き

ず
、
被
害
状
況
は
極
秘
と
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
調
査
で
は
死
者
約
90
人
、
負
傷

者
約
5
0
0
人
、
家
屋
損
壊
約
3
0
0

戸
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
初

の
死
者
は
東
京
の
中
学
生
（
早
稲
田
中
学
校

の
校
庭
に
い
た
生
徒
）
で
し
た
。

次
に
日
本
が
空
襲
を
受
け
る
の
は
、

昭
和
19
（
1
9
4
4
）
年
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
す
。
こ
の
年
の
6
月
、
ア
メ

リ
カ
軍
は
大
量
の
爆
弾
を
遠
距
離
ま
で

運
べ
る
最
新
鋭
の
爆
撃
機
B 

29
を
実
戦

配
備
し
、
中
国
大
陸
か
ら
九
州
へ
の
爆

撃
を
開
始
し
ま
し
た
。
日
本
が
統
治
し

て
い
た
マ
リ
ア
ナ
諸
島
（
サ
イ
パ
ン
島
、

テ
ニ
ヤ
ン
島
、
グ
ア
ム
島
）
が
7
月
ま
で
に

相
次
い
で
ア
メ
リ
カ
軍
の
手
に
落
ち
る

と
、
B 

29
に
よ
る
戦
略
爆
撃
の
拠
点
基

地
と
さ
れ
、
11
月
よ
り
日
本
中
の
都
市

へ
の
高
高
度
か
ら
の
爆
撃
を
開
始
し
ま

し
た
。
日
本
軍
機
や
高
射
砲
で
は
B 

29
の
高
度
に
到
達
で
き
ず
、
本
土
上
空

の
制
空
権
は
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
2
月
に

は
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
か
ら
5
0
0
機
以

上
の
B 

29
を
日
本
に
向
け
て
飛
ば
す
こ

と
が
で
き
る
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

本
土
空
襲
の
拡
大

C
O
L
U
M
N

こ
こ
で
説
明
し
て
い
る
戦
争
を
何
と
呼
ぶ
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま
す
。

日
中
戦
争
は
、
開
戦
当
時
「
支
那
事
変
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。「
事
変
」
と
は
突
発
的
な
事
件
と
い
う
意
味
で
、

「
戦
争
」
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
時
日
本
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
を

輸
入
し
て
お
り
、
そ
れ
は
戦
争
遂
行
に
不
可
欠
で
し
た
。

同
時
に
中
国
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
対
抗
す
る
た
め

の
武
器
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
一
方
ア
メ

リ
カ
に
は
中
立
法
と
い
う
法
律
が
あ
り
、
戦
争
当
事
国

に
は
援
助
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
日
中
間
の
戦
闘
が
正
式
な
「
戦
争
」
と
な

る
こ
と
は
、
誰
も
望
ま
な
か
っ
た
た
め
、
実
態
は
戦
争

で
も
あ
く
ま
で
「
事
変
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

が
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
に
突
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
考
慮
が
不
要
と
な
り
、
日
本
で
は
中
国
と
の
戦

争
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
連
合
国
と
の
戦
争
を
総
称

し
て
「
大
東
亜
戦
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
政
府
が
決
め
ま

し
た
。

一
方
、
戦
後
に
な
る
と
「
大
東
亜
戦
争
」
と
い
う
呼

称
は
、
当
時
の
日
本
が
唱
え
て
い
た
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
建
設
と
い
う
構
想
（
欧
米
諸
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
か
ら
ア

ジ
ア
各
国
を
解
放
し
、
日
本
を
中
心
に
新
た
な
国
際
秩
序
を
作
り

出
そ
う
と
す
る
構
想
）
と
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
連
合
国
側

に
禁
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
英
語
のPacific W

ar
の
訳

語
と
し
て
「
太
平
洋
戦
争
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、中
国
と
の
戦
闘
は
、

事
実
上
昭
和
12
（
1
9
3
7
）
年
か
ら
「
戦
争
」
で
あ
っ

た
と
い
う
意
味
で
、「
日
中
戦
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
定

着
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
歴
史
研
究
者
の
中
で
は
、「
日
中
戦
争
」と「
太

平
洋
戦
争
」
で
は
、
相
互
関
係
が
わ
か
り
に
く
い
と
し

て
他
の
呼
び
方
が
提
唱
さ
れ
ま
す
。
中
国
と
は
、
満
州

事
変
以
来
、
一
続
き
の
戦
争
状
態
で
あ
っ
た
と
と
ら
え

る
立
場
か
ら
は
「
十
五
年
戦
争
」
と
い
う
呼
称
が
提
唱

さ
れ
、
地
域
の
広
が
り
を
示
す
観
点
か
ら
は
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
戦
争
」
と
い
う
呼
称
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ

と
も
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
ど
の
呼
び
方
も
欠
点
が
あ
り
、
戦
争
に
い
た

る
経
緯
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
か
と
い
う
歴
史
観

と
も
絡
み
合
う
た
め
、
い
ま
だ
に
定
ま
っ
た
呼
び
方
が

な
い
の
が
実
情
で
、
公
式
な
文
書
な
ど
で
は「
先
の
大
戦
」

「
先
の
戦
争
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
す
。
80
年
が
経
過
し
て
も

戦
争
の
名
前
さ
え
決
ま
ら
な
い
こ
と
自
体
が
、
こ
の
戦

争
を
と
ら
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

戦争の呼称

空襲で消失した増上寺の徳川家霊廟付近。
現在は、左手に東京プリンスホテル、右手に増上寺安国殿が建つ

（所蔵：港区立郷土歴史館）
25 24



特
集
　

港
区
と
戦
争

第
1
部

港
区
と
空
襲

3

さ
ら
に
日
本
と
マ
リ
ア
ナ
の
ほ
ぼ
中

間
地
点
に
あ
る
硫
黄
島
が
同
年
3
月
に

陥
落
す
る
と
、
航
続
距
離
が
短
い
た
め

に
今
ま
で
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
直

ち
ょ
く
え
ん掩

（
護
衛
）
の
戦
闘
機
を
配
備
。
B 

29
は
護

衛
が
付
い
た
た
め
に
低
空
で
の
日
中
爆

撃
が
可
能
に
な
り
、
一
層
大
規
模
に
無

差
別
の
絨
毯
爆
撃
を
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
て
1
年
以
上
に
わ
た
る
空
襲

の
結
果
と
し
て
、
日
本
の
主
要
都
市
は

ほ
と
ん
ど
が
焦
土
と
化
し
、
多
く
の
生

命
・
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

空
襲
の
種
類
や
方
法

ア
メ
リ
カ
軍
の
B 

29
に
よ
る
空
襲
に

は
、
特
に
日
本
家
屋
の
た
め
に
開
発
さ

れ
た
M 

69
焼し

ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
が
多
く
用
い
ら
れ
ま

し
た
。
内
部
に
ナ
パ
ー
ム
剤
と
呼
ば
れ

る
粘
着
性
の
燃
料
が
入
っ
た
、
長
さ
50

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
六
角
柱
の
形

で
、
こ
れ
を
数
十
発
で
一
つ
に
束
ね
た

集
束
焼
夷
弾
の
形
で
投
下
さ
れ
、
そ
れ

が
空
中
で
分
離
し
て
大
量
に
降
り
注
ぎ

ま
し
た
。
消
火
を
困
難
に
し
て
確
実
に

延
焼
さ
せ
る
た
め
、
1
発
ず
つ
装
着
さ

れ
た
ひ
も
状
の
布
に
よ
っ
て
減
速
し
、

屋
根
を
貫
通
し
て
屋
根
裏
で
止
ま
っ
て

発
火
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
人
体
に
直
撃
し
て

死
亡
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
多
発
し
ま
し
た
。

強
固
な
建
物
を
狙
う
場
合
、
ゼ
リ
ー
状

の
ガ
ソ
リ
ン
と
爆
薬
を
仕
込
ん
だ
大
型

の
焼
夷
爆
弾
や
、
大
量
の
火
薬
を
詰
め

た
2
5
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
・
5
0
0
キ
ロ

グ
ラ
ム
・
1
ト
ン
爆
弾
な
ど
も
使
用
さ

れ
、
B 

29
以
外
に
も
「
艦か

ん
さ
い
き

載
機
」（
正
確
に

は
艦
上
機
）
と
呼
ば
れ
た
空
母
な
ど
に
搭

載
さ
れ
た
戦
闘
機
な
ど
に
よ
る
空
襲
も

日
常
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
機き

じ
ゅ
う銃

掃そ
う
し
ゃ射

」
と
い
う
言
葉
も
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
戦
闘
機
な
ど
に

装
備
さ
れ
た
機
銃
に
よ
る
銃
撃
の
こ
と

で
、
民
間
人
に
対
し
て
無
差
別
に
銃
口

が
向
け
ら
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
戦
争
末
期
に
は
イ
ン
フ
ラ
破
壊
を

目
的
に
列
車
に
対
し
て
集
中
砲
火
を
浴

び
せ
、
民
間
人
が
多
数
死
傷
す
る
悲
惨

な
事
件
も
頻
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
艦
砲
射
撃
」
と
は
軍
艦
に

装
備
さ
れ
た
大
砲
に
よ
る
射
撃
の
こ
と

で
、
こ
れ
も
戦
争
末
期
に
沿
岸
地
域
で

集
中
的
に
行
わ
れ
、
多
数
の
死
傷
者
が

出
た
例
が
あ
り
ま
す
。

空
襲
が
迫
る
と
2
段
階
で
警
報
が
発

せ
ら
れ
、
サ
イ
レ
ン
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
敵
機
の
来
襲

が
探
知
さ
れ
る
と
「
警
戒
警
報
」
が
発

せ
ら
れ
、
夜
間
の
場
合
は
電
灯
の
明
か

り
が
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
灯
火

管
制
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
危

険
性
が
高
ま
る
と
「
空
襲
警
報
」
に
切

り
替
え
ら
れ
、
速
や
か
に
防ぼ

う
く
う
ご
う

空
壕
へ
避

難
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
軍
に
よ
る
空
襲

日
本
軍
も
日
中
戦
争
に
お
い
て
5
年

間
に
わ
た
っ
て
重
慶
に
大
規
模
な
爆
撃

を
行
い
、
1
万
人
以
上
の
死
者
が
出
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
平
洋
戦

争
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
対

し
て
潜
水
艦
や
風
船
爆
弾
を
用
い
た
攻

撃
で
民
間
人
6
人
の
死
者
や
森
林
火
災

な
ど
の
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
ま
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
は
昭
和

17
（
1
9
4
2
）
年
2
月
か
ら
翌
年
11
月

に
か
け
て
1
0
0
回
近
く
の
空
襲
を
行

い
、
特
に
昭
和
17
年
2
月
19
日
の
ダ
ー

ウ
ィ
ン
空
襲
で
は
約
2
5
0
人
の
死
者

が
出
て
い
ま
す
。

爆撃機B29の銃座から撮影した、戦闘機P51（マスタング）の編隊（提供：GRANGER ／時事通信フォト）

被
害
の
概
要

現
港
区
の
地
域
で
の
空
襲
被
害
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
記
録
に
よ
る
と
最
初
は
昭
和

19
（
1
9
4
4
）
年
11
月
24
日
、
B 

29
に

よ
る
東
京
湾
上
の
第
五
・
第
六
台
場
へ

の
爆
撃
で
し
た
。
そ
の
6
日
後
に
は
浜

松
町
や
六
本
木
方
面
に
被
害
を
出
し
、

死
傷
者
も
出
ま
し
た
。
そ
の
後
は
頻
繁

に
空
襲
が
続
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
（
詳
細
は
P
・ 

34
の
表
2
参
照
）。
特
に
被

害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
一
般
に
「
東

京
大
空
襲
」
と
い
う
時
に
指
す
昭
和
20

（
1
9
4
5
）
年
3
月
10
日
と
、「
東
京
山

の
手
大
空
襲
」
と
呼
ば
れ
る
同
年
5
月

24
日
、
25
日
の
空
襲
で
、
一
帯
は
焼
け

野
原
と
化
し
ま
し
た
。

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年

3
月
10
日
の
空
襲

「
東
京
大
空
襲
」
と
し
て
知
ら
れ
る

こ
の
空
襲
で
は
、
上
野
、
浅
草
、
深
川

な
ど
の
「
下
町
」
が
焼
き
尽
く
さ
れ
、

一
晩
で
B 

29
が
3
0
0
機
以
上
来
襲
、

1
千
5
0
0
ト
ン
以
上
の
焼
夷
弾
を
落

と
し
、
約
10
万
人
の
死
者
、
1
0
0
万

人
以
上
の
罹り

さ
い災

者
が
出
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
港
区
で
も
、
赤
坂
区
檜

町
や
青
山
一
帯
、
麻
布
区
飯
倉
か
ら
三

河
台
町
に
か
け
て
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

作
家
・
永な

が
い井

荷か
ふ
う風

は
、
麻
布
市い

ち
べ
え

兵
衛

町ち
ょ
うに

あ
っ
た
「
偏へ

ん
き
か
ん

奇
館
」
と
呼
ぶ
自
宅

が
焼
け
落
ち
る
前
後
の
様
子
を
、
日
記

に
詳
し
く
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

三
月
九
日
。
天
気
快
晴
。
夜
半
空
襲

あ
り
。
翌
よ
く
ぎ
ょ
う暁
四
時
わ
が
偏
奇
館
焼
亡
す
。

火
は
初は
じ
め、

長な
が
た
れ垂

坂
中
ほ
ど
よ
り
起
り
西

北
の
風
に
あ
ふ
ら
れ
忽
た
ち
ま
ち

市
兵
衛
町
二
丁

目
表
通
り
に
延
焼
す
。
余
は
枕
元
の
窓
、

火か
こ
う光

を
受
け
て
あ
か
る
く
な
り
、
鄰り
ん
じ
ん人

の
叫
ぶ
声
の
た
だ
な
ら
ぬ
に
驚
き
日
誌

及お
よ
び

草
稿
を
入
れ
た
る
手
革か
ば
ん包
を
提
げ
て

庭
に
出
で
た
り
。
谷
町
辺
に
も
火
の
手

の
上
る
を
見
る
。
ま
た
遠
く
北
方
の
空

に
も
火
光
の
反
映
す
る
あ
り
。
火ひ
の
こ星

は

烈
風
に
舞
ひ
紛
々
と
し
て
庭
上
に
落
つ
。

（『
断

だ
ん
ち
ょ
う
て
い

腸
亭
日に
ち
じ
ょ
う
乗
』）

荷
風
は
こ
の
あ
と
、
避
難
路
を
確
認

し
た
上
で
26
年
間
住
み
慣
れ
た
家
が
焼

け
落
ち
る
さ
ま
を
見
届
け
よ
う
と
し
ま

す
が
、
火
の
勢
い
が
激
し
く
近
寄
れ
な

港
区
の
空
襲
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く
な
り
、
た
だ
偏
奇
館
の
方
で
ひ
と
き

わ
高
く
火
炎
が
上
が
る
さ
ま
を
眺
め
ま

し
た
。
翌
日
に
は
焼
け
跡
を
訪
れ
、「
あ

あ
余
は
着
の
み
着
の
ま
ま
家
も
蔵
書
も

な
き
身
と
は
な
れ
る
な
り
」
と
感
慨
を

記
し
て
い
ま
す
。「
偏
奇
館
」
の
跡
地

一
帯
は
現
在
で
は
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー

に
な
っ
て
お
り
、
偏
奇
館
跡
の
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
晩
に
し
て
計
10
万
人
以
上
の
死
者

が
出
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
空
襲
で
の

芝
・
麻
布
・
赤
坂
の
3
区
内
の
被
害
は
、

死
者
1
0
0
人
以
上
、
4
千
戸
以
上
の

焼
失
と
い
う
も
の
で
し
た
。

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年

5
月
24
、
25
日
の
空
襲

「
東
京
山
の
手
大
空
襲
」
と
し
て
知

ら
れ
る
2
日
間
に
わ
た
る
空
襲
は
、
24

日
が
約
5
6
0
機
の
B 

29
、
投
下
さ
れ

た
焼
夷
弾
は
3
千
6
0
0
ト
ン
余
り
、

25
日
は
約
5
0
0
機
、
3
千
3
0
0
ト

ン
余
り
と
記
録
さ
れ
、
3
月
10
日
の
空

襲
よ
り
も
徹
底
し
た
爆
撃
で
、
赤
坂
や

青
山
な
ど
の
東
京
の
〝
山
の
手
〞（
高
台
）

が
標
的
で
し
た
。
死
者
は
両
日
を
合
わ

せ
、
東
京
全
体
で
4
千
人
余
り
。
東
京

大
空
襲
に
比
べ
て
死
者
が
少
な
か
っ
た

の
に
は
、
い
く
つ
か
の
原
因
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
宅
が
密
集
し
て
い
る

下
町
に
比
べ
、
山
の
手
の
住
宅
街
は
密

度
が
低
か
っ
た
こ
と
、
下
町
は
川
が
多

く
避
難
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
山
の
手

は
起
伏
に
富
み
、
延
焼
が
拡
大
し
に
く

か
っ
た
こ
と
。
ま
た
3
月
の
空
襲
を
教

訓
に
、
建
物
を
強
制
的
に
取
り
壊
し
て

延
焼
を
予
防
す
る
「
建
物
疎
開
」
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
、「
防
空
法
」
と
い

う
法
律
に
基
づ
く
、
市
民
の
消
火
義
務

よ
り
も
避
難
を
最
優
先
す
る
当
局
の
方

針
転
換
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
芝
・
麻
布
・
赤
坂
の
3

区
を
合
わ
せ
て
約
7
5
0
人
の
死
者
を

出
し
、
焼
失
家
屋
は
約
3
万
4
千
戸
、

一
帯
は
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た
。
宮

城
と
呼
ば
れ
て
い
た
皇
居
や
霞
ヶ
関
の

官
庁
街
な
ど
が
焼
失
し
た
の
は
こ
の
時

「和をのぞむ」全文

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
昭
和
ニ
十
年
五
月
、
山
の
手
地
域
に
大
空
襲
が
あ
り
、

赤
坂
・
青
山
地
域
の
大
半
が
焦
土
と
化
し
ま
し
た
。

　

表
参
道
で
は
、
ケ
ヤ
キ
が
燃
え
、
青
山
通
り
の
交
差
点
付
近
は
、
火
と
熱
風
に
よ
り

逃
げ
場
を
失
っ
た
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

戦
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人
々
を
慰
霊
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
戦
争
の
な
い

世
界
の
平
和
を
祈
り
ま
す
。

　

港
区
政
六
十
周
年
に
あ
た
り
、
こ
の
地
に
平
和
を
願
う
記
念
碑
を
建
立
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
一
月	

港
区
赤
坂
地
区
総
合
文
所

	

区
政
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

和をのぞむ

空襲で一面の焼け野原となった跡地にバラックを
建てて生活する人たち（提供：共同通信社） 豪華な彩色や彫刻が施された、絢爛たる建物が並ぶ増上寺の徳川家霊廟も、空襲を受けて焼失した（所蔵：港区立郷土歴史館）

で
、
芝
区
で
は
、
増
上
寺
の
五
重
塔
や

徳
川
家
の
霊れ

い
び
ょ
う廟

な
ど
が
焼
け
落
ち
ま
し

た
。
高
輪
に
邸
宅
が
あ
っ
た
高

た
か
ま
つ
の
み
や

松
宮

宣の
ぶ
ひ
と仁

親
王
は
5
月
26
日
の
日
記
に
、

伊い
さ
ら
ご
ざ
か

皿
子
坂
か
ら
聖ひ

じ
り
ざ
か坂

に
か
け
て
「
ス
ッ

カ
リ
ヤ
ケ
タ
」、「
赤
坂
ハ
9
分
9
厘
ヤ

ケ
タ
」
と
記
し
て
い
ま
す
（『
高
松
宮
日

記
』
第
8
巻
）。

表
参
道
付
近
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が

逃
げ
遅
れ
、
安
田
銀
行
（
現
・
み
ず
ほ
銀

行
青
山
支
店
）
の
前
に
は
死
体
の
山
が
で

き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
現

場
で
あ
る
北
青
山
三
丁
目
の
表
参
道

交
差
点
前
に
は
「
和
を
の
ぞ
む
」
と

題
す
る
追
悼
碑
が
あ
り
ま
す
（
平
成
19

年
に
、
区
政
60
周
年
を
記
念
し
て
、
赤
坂
地
区

総
合
支
所
が
区
民
と
協
働
で
建
立
）。
ま
た
そ

の
近
く
の
善
光
寺
に
は
青
山
周
辺
で
戦

災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
の
た
め
に

「
戦せ

ん
さ
い災

殉じ
ゅ
ん
な
ん
し
ゃ

難
者
諸し

ょ
せ
い
れ
い

精
霊
供く

よ
う
と
う

養
塔
」
が
あ

り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
て
い
ま
す

（
1
9
6
6
年
建
立
）。

焼け野原になった町に暮らす人たち（提供：共同通信社）

区政六十周年記念碑「和をのぞむ」
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500km

1,500km

1,000km

2,000km

2,500km

3,000km

大日本帝国

満州国

中国

台湾

米領フィリピン マ
リ
ア
ナ
諸
島

テニヤン島
サイパン島

グアム島レイテ島

ルソン島

沖縄島

ソヴィエト連邦

台北

東京

名古屋
高知

鹿児島

広島福岡

釡山

京城

長崎

大阪

新潟 仙台
青森

札幌

サイパン島
1944年7月、
日本軍守備隊全滅

硫黄島

1945年3月、
日本軍守備隊全滅

B29爆撃機図解 ●

約300機 約41km2

約57.2km2

約560機

約500機

約1,500トン

約3,600トン

約3,300トン

データでみる 空襲の被害

3月10日「東京大空襲」

5月24日「東京山の手大空襲」

5月25日「東京山の手大空襲」

芝・麻布・赤坂3区の戦災被害

東京の主な大空襲 B29 飛来数 投下された焼夷弾 消失面積

人的被害

64.02%

家屋の損失

罹災面積

損失数

損失数

損失率

合計7万66戸

戦前の戸数
芝・麻布・赤坂3区

56.67%

27.40%

64.19%

73.19%

87.60%

75.34%

芝区
38,577 戸

芝区
8.61km2

21,863 戸

2.36km2

麻布区
19,611 戸

麻布区
4.29km2

12,590 戸

3.14km2

赤坂区
11,878 戸

赤坂区
4.30km2

10,406 戸

3,24km2

4万4,859戸

10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（人）

0

0

1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000（人）

芝区

麻布区

赤坂区

68,007

44,584

2,287

1,683

6,167

31,834

257 420 1,610

180 197 1,306

614 515 5,038

罹災者数 死亡者数 重傷者数 軽症者数

全長：約30.18m
全幅：約43.06m
全高：約8.5m

最大爆弾搭載量：約9t
（大型焼夷弾40発分）

乗組員：6人
爆撃手・パイロット・
副操縦士・機関士・
航法士・通信士

最大搭載燃料：
約35,000リットル
最大航続距離：
約5,230km〜
約6,600km
飛行高度：約10,000m

乗組員：4人
右側面銃手・
左側面銃手・上銃手・
レーダーオペレーター

乗組員：1人
尾部銃手

日本の高射砲は高度1万メートルを飛行できるB29には届かず、迎撃できる
戦闘機もほぼありませんでした。

出典：『新修港区史』下巻（割合は再計算しました）

詳細なデータは型式により異なります

31 30



特
集
　

港
区
と
戦
争

第
1
部

港
区
と
空
襲

3

青
山
霊
園

赤
坂
御
用
地

有
栖
川
宮

記
念
公
園

国
立
科
学
博
物
館
附
属

自
然
教
育
園

芝
公
園

増
上
寺

ア
メ
リ
カ
大
使
館
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台
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岸
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西
新
橋

愛
宕

虎
ノ
門

ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
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焼
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防
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法
及
び
都
市
計
画
法
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基
づ
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建
物
疎
開
区
域
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山
霊
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赤
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用
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館
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京
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役
所

東
洋
英
和
女
学
院

北
里
研
究
所

泉
岳
寺

慶
應
義
塾

明
治
学
院
大
学

八
芳
園

ゆ
か
し
の
杜

港
区
立
郷
土
歴
史
館

（
旧
公
衆
衛
生
院
）

聖
心
女
子
学
院

青
山
通
り

外
堀
通
り

赤
坂
通
り六
本
木
通
り

外苑西通り

外苑東通り

元
赤
坂

北
青
山

南
青
山

赤
坂

六
本
木

西
麻
布

元
麻
布

南
麻
布

麻布十番

東
十
番

麻
布
台

麻
布
永
坂
町

麻
布
狸
穴
町

三
田

白
金

白
金
台

高
輪

港
南

芝
浦

海
岸

芝

芝
公
園

芝大門

浜松町

東
新
橋

新
橋

西
新
橋

愛
宕

虎
ノ
門

ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
よ
る

焼
失
区
域

防
空
法
及
び
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
建
物
疎
開
区
域

戦
前

戸
数

及
び

人
口

（
調

査
年

月
日

不
明

）
戸

数
人

口
芝

区
38,577戸

167,052人
麻

布
区

19,611戸
87,957人

赤
坂

区
11,878戸

52,042人
以

上
合

計
70,066戸

307,051人
な

お
、『

昭
和

19年
人

口
調

査
』（

総
理

府
統

計
局

篇
・

昭
和

19年
2月

22日
実

施
）に

よ
れ

ば
三

区
合

計
の

人
口

は
291,997名

と
な

っ
て

い
る

。

昭
和

20年
4月

20日
現

在
の

人
口

世
帯

数
人

口
芝

区
31,558世

帯
105,000人

麻
布

区
15,885世

帯
55,363人

赤
坂

区
10,138世

帯
32,853人

以
上

合
計

57,581世
帯

193,216人

昭
和

20年
5月

27日
現

在
の

戸
数

及
び

人
口

戸
数

世
帯

数
人

口
芝

区
11,500戸

17,300世
帯

58,600人
麻

布
区

1,760戸
2,518世

帯
7,678人

赤
坂

区
220戸

335世
帯

1,000人
以

上
合

計
13,480戸

20,153世
帯

67,278人
な

お
、『

昭
和

20年
人

口
調

査
』（

総
理

府
統

計
局

篇
・

昭
和

20年
11月

1日
実

施
）に

よ
れ

ば
、

芝
区

：
67,116名

、
麻

布
区

：
20,697名

、
赤

坂
区

：
8,791名

、
三

区
合

計
人

口
96,604名

と
な

っ
て

い
る

。

昭
和

22年
	

人
口

164,966名
、

世
帯

43,292
昭

和
53年（

8月
1日

）	
人

口
200,202名

、
世

帯
87,980

『
東

京
都

戦
災

誌
』

よ
り

作
図

上
の

基
礎

資
料

と
し

て
港

区
立

三
田

図
書

館
資

料
室

及
び

港
区

役
所

建
設

部
管

理
課

保
存

の
焼

失
区

域
図

、
疎

開
区

域
図

等
を

使
用

し
、

不
明

の
箇

所
に

つ
い

て
は

多
く

の
区

民
の

方
の

ご
教

示
に

よ
り

、
で

き
る

限
り

補
正

し
ま

し
た

が
、

再
確

認
あ

る
い

は
訂

正
を

要
す

る
と

思
わ

れ
る

区
域

が
残

っ
て

い
る

こ
と

を
付

記
し

ま
す

。
な

お
、

こ
の

地
図

は
、

現
在

の
地

図
に

焼
失

区
域

と
建

物
疎

開
区

域
を

表
示

し
て

い
る

た
め

、
昭

和
19年

～
20年

当
時

の
道

路
幅

や
区

画
等

と
異

な
っ

て
い

る
箇

所
が

あ
り

ま
す

。

空
襲

被
害

戸
数

（
全

半
壊

、
全

半
焼

）
及

び
被

災
率

戸
数

被
災

率
芝

区
21,863戸

56.5%
麻

布
区

12,590戸
60.4%

赤
坂

区
10,406戸

83.7%
以

上
合

計
44,859戸

三
区

全
体

の
建

物
の

被
災

率
（

こ
の

数
字

に
は

建
物

疎
開

に
よ

る
倒

壊
家

屋
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。）

64.0%
「

新
修

港
区

史
付

図
　

そ
の

2」を
一

部
調

整
の

上
転

載

地
図
で
み
る
空
襲
に
よ
る
焼
失
区
域
と
建
物
疎
開
区
域
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部

戦
時
中
の
暮
ら
し

4

総
力
戦
体
制
へ

産
業
革
命
以
前
の
戦
争
は
、
限
ら
れ

た
人
た
ち
が
特
定
の
場
所
を
戦
場
と
し

て
武
器
を
取
っ
て
戦
う
の
が
一
般
的
で
、

そ
の
戦
闘
が
一
般
の
人
々
や
そ
の
生
活

に
た
だ
ち
に
影
響
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
近
代
の
戦
争

は
、
交
戦
国
が
互
い
に
国
民
の
総
力
を

結
集
し
て
戦
う
「
総
力
戦
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
産
業
革
命
の

影
響
に
よ
り
戦
争
に
用
い
ら
れ
る
武
器

や
乗
り
物
が
発
達
、
戦
闘
の
範
囲
は
陸

地
だ
け
で
な
く
水
中
や
空
中
へ
と
拡
大

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
場
で
闘
う
た
め
の

兵
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
非
常
に

大
き
な
生
産
力
や
輸
送
手
段
が
必
要
に

な
り
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
面
が
軍
事
と

直
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
経

済
力
や
工
業
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

文
化
、
芸
術
な
ど
の
一
見
無
関
係
な
分

野
さ
え
も
対
外
宣
伝
や
戦
意
高
揚
な
ど

で
大
い
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
日
中
戦
争
の
開
戦

以
来
、
政
府
が
国
民
精
神
総
動
員
運
動

を
推
進
し
、
昭
和
13
（
1
9
3
8
）
年
4

月
、
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
、
翌

月
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

日
中
戦
争
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、「
国

防
」
の
た
め
に
「
国
ノ
全
力
」
を
「
最

モ
有
効
ニ
発
揮
」
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

人
的
・
物
的
資
源
を
統
制
し
て
使
え
る

よ
う
に
す
る
権
限
を
政
府
に
与
え
る
も

の
で
、
国
の
経
済
や
国
民
の
生
活
を
す

べ
て
戦
争
の
遂
行
の
た
め
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
法
律
で
し
た
。

軍
人
で
は
な
い
一
般
の
人
々
も
、
そ
の

日
常
生
活
が
そ
の
ま
ま
戦
争
に
協
力
す

る
現
場
と
し
て
総
力
戦
体
制
に
組
み
込

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
戦
場
の
「
前
線
」

を
支
え
る
現
場
と
い
う
意
味
で
、
国
内

の
日
常
生
活
の
こ
と
は
、
当
時
「
銃
後
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

［表2］港区（旧芝区・麻布区・赤坂区）の空襲被害一覧
空襲日 被害にあった地域 死亡者数 負傷者数 焼失した

建物数
被災した
建物数 罹災者数

昭和19
（1944）年

11月24日 芝区第5・第6台場 ー ー ー ー ー

11月27日 赤坂区青山南町5丁目 ー ー ー ー ー

11月30日 芝区浜松町2丁目、宮本町１丁目、芝公園７号地、栄町、八幡町、麻
布区六本木町、飯倉片町、飯倉1 〜 3丁目 ー 8 265 35 589

12月27日 芝区新堀町、麻布区宮村町 ー 5 ー 1 ー

昭和20
（1945）年

1月9日 芝区東京港 ー ー ー ー ー

1月27日 麻布区飯倉片町、赤坂区福吉町、新町 ー 11 ー 1 ー

2月9日注1 赤坂区青山南町6丁目

2月17日 赤坂区青山3丁目（南町・北町のいずれかは不明） ー 1 ー ー ー

2月19日 赤坂区青山南町6丁目 3 10 11 50

2月25日 赤坂区権田原町、青山南町1・2・5・6丁目、青山北町1・3・4・6丁
目 2 2 47 ー 220

3月10日

芝区汐留町、新橋3 〜 5丁目、芝公園3 〜 5・20号地、栄町、田村町
3・4・6丁目、愛宕町1・2丁目、西久保広町、西久保八幡町、神谷町、
琴平町、西久保巴町、西久保葺手町、白金三光町、志田町、老松町

77 240 2,892 ー 10,682

麻布区飯倉町、我善坊町、仲ノ町、市兵衛町、箪笥町、今井町、三
河台町、新龍土町、笄町 40 57 1,222 ー 4,317

赤坂区権田原町、檜町、青山南町1・2・5・6丁目、青山北町1・4・6
丁目、青山墓地 1 2 61 ー 315

4月4日 芝区浜松町2・4丁目、中門前町2・3丁目、土手跡町、海岸通4丁目、
金杉川口町、金杉1・2丁目、新堀町、西芝浦4丁目、9号埋立地 38 37注2 35 33 1,050

4月13・14日 赤坂区新坂町、青山北町2・3丁目 3 1 24 125

4月15・16日

芝区新橋1 〜 6丁目、田村町1 〜 5丁目、愛宕町1 〜 2丁目、神谷町、
桜川町、南佐久間町2丁目、西久保城山町 ー 10 1,480 4,601

麻布区市兵衛町、狸穴町、我善坊町、新網町1・2丁目、永坂町、坂
下町、網代町、宮下町、南日ケ窪町、宮村町、一本松町、西町、飯
倉片町、仲ノ町、鳥居坂町

40 8 1,400 ー 4,000

5月23日注1 麻布区桜田町、飯倉町、笄町、新堀町、北日ケ窪町、東鳥居坂町、
霞町の一部

5月24日

芝区西久保桜川町、南佐久間町2丁目、汐留町、新橋3 〜 5丁目、田
村町2・3・5・6丁目、新堀町、白金今里町、白金三光町、白金志田町、
高輪南町、高輪台町、二本榎町、田町、伊皿子町、三田1丁目、三田
綱町、豊岡町、三田四国町

11 171 2,848 10,086

麻布区鳥居坂町、新堀町、田島町、富士見町、本村町、龍土町、
新龍土町、霞町、竹町、北日ケ窪町、笄町、材木町、飯倉片町、
桜田町

3 50 1,084 ー 4,321

赤坂区青山南町1・5丁目、青山北町6丁目、高樹町、新坂町、新町3
丁目、檜町、一ツ木町 1 17 152 ー 657

5月25・26日

芝区愛宕2丁目、中門前町、芝公園2 ～ 5号地、琴平町、巴町、田村
町1・2丁目、今入町、片門前町1 ～ 3丁目、宮本町、三島町、明船町、
新橋1 ～ 7丁目、浜松町1 ～ 4丁目、伊皿子町、白金三光町、白金台
町1・2丁目、白金今里町、海岸通3丁目、三田1 ～ 3丁目、松本町、
西芝浦1 ～ 4丁目、田町6 ～ 8丁目、三田綱町、本芝1 ～ 4丁目、通
新町、赤羽町、芝浦1丁目、三田四国町

120 1,012 11,700 ー 40,300

麻布区の大半 66 137 7,794 ー 27,255

赤坂区の大半 551 1,150 9,961 ー 30,660

5月29日 芝区高浜町、高輪南町、品川駅 ー 11 7 ー 11

8月13日 芝区白金三光町 4 4 ー 8 51

※	東京都編『東京都戦災誌』（東京都、1953）、『港区史』下（1960）、『東京大空襲・戦災誌』編集委員会編『東京大空襲・戦災誌』第3巻（東京空襲を記録す
る会、1973）、『港区史』第5巻 通史編 近代下（2022）掲載表を一部調整の上転載。

※	空襲被害の数値には諸説あります。
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組
み
込
ま
れ
る
「
銃
後
」

昭
和
15
（
1
9
4
0
）
年
、
政
府
は

「
隣
組
」
を
制
度
化
し
ま
す
。
こ
れ
は

一
般
家
庭
を
10
軒
程
度
で
1
組
に
し
て

全
家
庭
を
国
の
下
に
組
織
化
す
る
も
の

で
、
相
互
に
情
報
を
伝
え
、
物
資
や
食

料
の
統
制
、
空
襲
対
策
な
ど
で
助
け
合

う
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

各
家
庭
に
「
回
覧
板
」
を
回
し
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
集
ま
っ
て
相
談
し

合
う
こ
と
な
ど
で
、
国
の
方
針
に
協
力

し
な
い
「
非
国
民
」
や
、
敵
国
に
情
報

を
伝
え
る
ス
パ
イ
が
い
な
い
か
、
日
頃

か
ら
監
視
し
あ
う
役
割
も
果
た
し
ま
し

た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ご
近
所
づ
き
あ

い
が
、
戦
争
遂
行
の
体
制
に
組
み
込
ま

れ
た
の
で
し
た
。

学
校
も
例
外
で
は
な
く
、
総
力
戦
体

制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
昭
和

13
年
、
文
部
省
は
中
学
校
低
学
年
以
上

の
学
生
・
生
徒
に
数
日
間
の
勤
労
奉
仕

を
義
務
化
、
昭
和
16
（
1
9
4
1
）
年
に

は
、
学
校
ご
と
に
学
生
・
生
徒
を
軍
隊

同
様
に
組
織
す
る
学
校
報
国
隊
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
総
力
戦
体
制
を
呼
び
か
け

る
標
語
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
名
な
も
の

に
、「
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
」（
昭
和
13
年
）、

「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」・「
足

ら
ぬ
足
ら
ぬ
は
工
夫
が
足
ら
ぬ
」（
昭
和

17
年
）、「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」（
昭
和
18
年
）

と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

街
角
で
は
、
軍
隊
に
入
隊
す
る
兵
士

の
「
武
運
長
久
」
を
祈
っ
て
「
千
人

針
」
へ
の
協
力
を
求
め
る
女
性
の
姿
が

よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。「
千
人
針
」
と

は
、
道
行
く
女
性
に
1
人
一
つ
ず
つ
玉

留
め
を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
千
集
め

た
布
を
弾
除
け
の
お
守
り
と
し
て
兵
士

に
贈
っ
て
無
事
を
祈
る
も
の
で
す
。
多

く
の
場
合
、「
千
里
を
往
っ
て
千
里
を

還
る
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
縁
起
が

良
い
虎
の
絵
柄
が
あ
し
ら
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
苦
戦
」（
九
銭
）
を
越
え
る

と
い
う
意
味
で
十
銭
硬
貨
、「
死
線
」（
四

銭
）
を
越
え
る
と
い
う
意
味
で
五
銭
硬

貨
を
縫
い
付
け
る
こ
と
も
多
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
、
職
場
や
学
校
で
は
、

兵
士
の
た
め
に
日
章
旗
に
寄
せ
書
き
を

し
た
り
、
戦
地
の
軍
人
を
激
励
す
る
た

め
に
手
紙
や
手
作
り
の
人
形
、
日
用
品

な
ど
を
慰
問
袋
に
入
れ
て
贈
る
こ
と
も

よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
中
戦
争
以
降
、
政
府

に
よ
っ
て
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
総
動

員
し
て
戦
争
に
集
中
す
る
こ
と
が
目
指

さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
そ
の
動
き
は

国
民
に
支
持
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
も

そ
の
風
潮
を
あ
お
り
、
時
に
は
政
府
に

先
駆
け
て
そ
の
機
運
を
高
め
て
い
っ
た

の
で
し
た
。

東京市隣組回報（所蔵：港区立郷土歴史館）
麻布区広尾町町会の隣組の回覧板で閲覧されたもの。回
覧板は、戦時中に隣組や町会（町内会）の連絡手段として
広く普及した。この回報では、不要不急の旅行の自粛が
呼びかけられている

出征する兵士の武運を祈る懸垂幕が校舎に掲げられた赤坂
小学校（『デジタル港区教育史』公開資料）

昭和19（1944）年に陸軍に入営した学生に贈られた寄せ
書き（提供：慶應義塾福澤研究センター）

食
料
や
物
資
の
欠
乏

日
本
は
資
源
が
乏
し
い
国
だ
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
戦
争
中
の
当
時
も

同
じ
で
し
た
。
石
油
や
鉄
を
は
じ
め
と

し
て
戦
争
に
不
可
欠
な
資
源
も
輸
入
に

依
存
し
て
い
た
日
本
で
は
、
日
中
戦
争

以
降
、
連
合
国
側
に
よ
る
経
済
封
鎖
が

進
む
中
で
、
限
ら
れ
た
物
資
を
ま
ず
戦

争
遂
行
の
た
め
に
優
先
的
に
使
う
必
要

が
生
じ
ま
し
た
。
一
般
国
民
は
節
約
が

奨
励
さ
れ
、
ぜ
い
た
く
は
禁
じ
ら
れ
ま

し
た
が
、
日
用
品
も
入
手
し
に
く
く
な

り
価
格
が
急
騰
、
昭
和
14
（
1
9
3
9
）

年
10
月
に
は
「
国
家
総
動
員
法
」
に
基

づ
き
「
価
格
等
統
制
令
」
が
公
布
さ

れ
、
業
者
が
自
由
に
値
段
を
付
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
15
（
1
9
4
0
）
年
6
月
に
は
、

東
京
・
大
阪
・
横
浜
・
名
古
屋
・
京
都
・

神
戸
の
6
大
都
市
で
、
砂
糖
・
マ
ッ
チ

の
切
符
配
給
制
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
切
符
を
持
っ
て
い
る
者
だ
け
が

購
入
で
き
る
仕
組
み
で
、
11
月
に
は
全

国
で
実
施
、
品
目
は
米
を
は
じ
め
と
す

る
そ
の
他
の
食
料
、
衣
類
、
木
炭
な
ど

に
も
及
ん
で
い
き
ま
し
た
。

統
制
さ
れ
る
衣
・
食
・
住

衣料切符（所蔵：港区立郷土歴史館）
衣料品は、配給制が昭和17（1942）年から昭和26（1951）年ま
で実施された。配給制度は、物資を公正に分配する目的で実施
され、許可制や切符制などの方法があった。衣料品では切符制
が導入され、割り当てられた衣料切符に現金を添えて衣料品を
購入した。写真は、昭和19（1944）年のもの

蔬菜原票（所蔵：港区立郷土歴史館）
蔬菜（野菜）の購入券の割り当てを受け
るための登録用紙。世帯員数、町会長
や隣組長の承認印が捺されている

保存食品購入票（所蔵：港区立
郷土歴史館）

金属回収感謝状（所蔵：港区立郷土歴史館）
金属回収への協力に対する感謝状。武器生産に必要な金属資源
の不足を補うため、家庭の鍋釜などの金属製品までもが回収の
対象となった

主な生活物資や食料が統制され、切符制による販売などが行われ
るなかでも、砂糖は品不足が深刻で、米など他の食糧に先駆けて
配給品となった（提供：毎日新聞社）
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　住居の面ではどうでしょう
か。 昭 和12年10月、「 防 空
法」が施行されました。この
法律は、空襲を想定し、その
被害を軽減するために一般国
民の「灯火管制」や消火、避難、救護などを定
めたものでした。灯火管制とは、夜間空襲の際
に地上の様子がわからないように電灯の明かりを
制限することです。各家庭でも新聞紙を重ねたり
黒布をかけたり雨戸を閉めるなどして光が外に漏
れることを防ぎ、電灯には筒状の布や厚紙を取り
付け、真下にだけ明かりを照らすよう工夫された
り、明暗を切り替えられる電球なども売られてい
ました。そして警報が発令されると即時に光を遮
断する対応が求められました。当時の注意書きに
よれば、管制時には煙草の火でも不用意に点火
しないよう記されていました。昭和16年にはこの
法律に「応急消火」や「退去禁止」などが定め
られ、空襲時には家に留まって消火することが義
務づけられ、違反すると罰せられるとされていた
ため、これが後に大都市での空襲による多数の
犠牲に繋

つな
がったともいわれています。

　各家庭で用意すべき消火の道具も定められて
おり、玄関横には防火用水をためておくための
貯水槽、水をかけるためのバケツ、消火用の砂、
屋根裏に止まった焼夷弾を払うための鳶

とびぐち
口、火の

粉を払うための火たたき、むしろ、かますなどが
常備されることになっていました。また、町内会
などで防毒面（ガスマスク）も準備されていました。
このように、一般家庭においても衣食住のあらゆ
る面において戦時への対応が求められ、日常が
戦争と共にあったといえるでしょう。

住

もんぺを着て行進する女性たち（出典：『写真週報』139号、提供：ア
ジア歴史資料センター、所蔵：国立公文書館）

モノでみる 戦争中の衣・食・住

磁器製防衛食容器（所蔵：港区立
郷土歴史館）
直径約8cm、高さ約9.5cmの本
体を、厚み1.0 ～ 1.5cmの蓋で
密閉する磁器の器。佃煮などの
保存がきく食料を入れて、万一
のときに備えたといわれている

米の代用食としてサツマイモやカボチャなどを作
ることが奨励された。各戸に種を配り、狭い土
地でも耕してカボチャを栽培するよう求めた、東
京都のポスター（所蔵：アドミュージアム東京）

　国民は、衣服の面でも、
簡素で合理的な服装を着用
し、戦時の体制に集中する
ことが求められました。昭
和15年、政府は陸軍の軍

服によく似たカーキ色の「国民服」を制定し、こ
れを11月に「国民服令」で法律として定めまし
た。これによれば国民服は男子が背広やその他
の平常の服装に代えて着用するもので、燕

え ん び ふ く
尾服

やモーニングなどの礼服を着用するときでも、
国民服に儀礼章を付ければ代用できることとさ
れました。着用は義務化されたわけではありま
せんでしたが、戦争の後期には学生なども含め
て多くの男子が着用するようになりました。男子
同様に女子に対しても昭和17（1942）年に「婦
人標準服」が制定されましたが、これはほとん
ど普及せず、代わって動きやすさから「もんぺ」
が大流行しました。いずれにしても衣服を自由に
選択することはできず、緊急事態にすぐに対応し
たり作業を行いやすいように、袂

たもと
がはだけず動

きやすい服装がよしとされたのでした。

　戦争末期には配給も思うようにできず、
切符を持っていても品物がないという事
態も起こり、個人間での物々交換が行わ
れたり、空いている土地を畑として自ら食
料を作ることも広く行われました。食堂
や旅館には、自分が食べるための米を持参しなければならな
かったほどで、この状況は敗戦後も改善せず、戦後むしろ一
層深刻さを増していくこととなりました。

灯火管制用2段階切替電球（所蔵：港区立
郷土歴史館）
麻布の家庭で使用されていた灯火管制用
の電球。戦中は、夜間空襲に備えて、部
屋の電灯に制限が敷かれていた。光が拡
散されないよう遮光塗装されている

防空等にあたっての知識や対処方法などを啓発するポスター
（提供：国立公文書館）

防毒マスク
（所蔵：港区立郷土歴史館）
焼夷弾による攻撃の他に、毒
ガス攻撃が想定されていたた
め、防毒マスクが支給された。
実際には、焼夷弾による攻撃
がほとんどで、防毒マスクは
使われなかった

鉄かぶと
（所蔵：港区立郷土歴史館）

地域や学校などでは
日常的に実施されるようになった

防空訓練

消防用具
鳶口

（所蔵：世田谷区立郷土資料館）

投砂弾・防火用砂袋（所蔵：中央区）

衣

食

国民服（乙号）（所蔵：中央区立郷土資料館）
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性

5

18
年
秋
、
ア
メ
リ
カ
で
B 

29
爆
撃
機
が

量
産
体
制
に
入
り
、
実
戦
配
備
が
間
近

で
あ
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
、
そ
の
ず
ば
抜
け
た
航
続
距
離
と
爆

弾
搭
載
能
力
か
ら
、
日
本
政
府
は
本
土

空
襲
へ
の
警
戒
を
強
め
、
施
設
、
資
材
、

人
員
の
「
疎
開
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

目
的
は
都
市
の
防
空
体
制
充
実
化
、
長

期
戦
に
備
え
た
戦
力
温
存
な
ど
と
さ

れ
、
こ
れ
に
よ
り
攻
撃
目
標
と
な
る
よ

う
な
産
業
や
物
資
、
そ
し
て
学
童
や
老

人
、
女
性
を
田
舎
へ
と
移
動
す
る
政
策

が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
国
民
学

校
と
呼
ば
れ
た
小
学
校
の
児
童
た
ち
に

は
、
親
類
な
ど
の
縁
を
頼
っ
て
田
舎
に

移
住
す
る
「
縁
故
疎
開
」
が
奨
励
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
小
学
生
以
上
で
あ
っ
て

も
自
主
的
に
田
舎
へ
と
移
住
す
る
子
ど

も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

サ
イ
パ
ン
が
陥
落
す
る
直
前
の
、
昭

和
19
（
1
9
4
4
）
年
6
月
30
日
に
は
閣

議
決
定
「
学
童
疎
開
促
進
要
綱
」
に
よ

り
、
東
京
、
大
阪
な
ど
の
都
市
に
在
住

す
る
児
童
の
中
で
、
縁
故
疎
開
が
困
難

な
児
童
を
対
象
に
集
団
疎
開
が
本
格
的

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
3
〜
6
年
生
が
対
象
で
し
た

が
、
翌
年
3
月
に
は
、
疎
開
を
一
層
強

化
す
る
政
府
方
針
に
よ
り
1
・
2
年
生

も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
疎
開
先
に
は

関
東
周
辺
の
農
村
部
が
選
ば
れ
、
宿
舎

に
は
大
人
数
を
収
容
で
き
る
旅
館
や
寺

院
な
ど
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

戦
況
が
悪
化
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

日
本
本
土
上
陸
が
現
実
的
に
な
っ
て
き

た
た
め
、
海
岸
か
ら
近
い
場
所
に
疎
開

し
て
い
た
児
童
た
ち
は
再
疎
開
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

縁
故
疎
開
の
児
童
は
、
見
知
ら
ぬ
土

地
に
1
人
で
転
校
す
る
こ
と
と
な
り
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
な
じ
め
ず
、
つ

ら
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

集
団
疎
開
の
場
合
も
、
個
人
の
時
間

が
な
い
集
団
生
活
は
ス
ト
レ
ス
が
多

昭和20（1945）年5月、赤坂・氷川神社境内で行われた寺子屋式の授業の開所式（提供：共同通
信社）
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戦
争

勤
労
動
員
の
拡
大

戦
時
下
の
中
学
生
以
上
の
学
生
・
生

徒
に
は
集
団
で
の
勤
労
作
業
へ
の
従

事
が
徐
々
に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
13
（
1
9
3
8
）
年
6
月
、
文
部
省

は
「
集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施
ニ
関

ス
ル
件
」
を
通
達
、
夏
休
み
な
ど
に
数

日
間
、
中
学
生
以
上
を
勤
労
作
業
、
今

日
的
に
い
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

さ
せ
る
よ
う
各
学
校
に
求
め
、
近
隣

の
清
掃
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
政
府
方
針
で
徐
々
に
組
織

化
、
長
期
化
さ
れ
、
内
容
も
軍
需
工
場

で
の
作
業
や
、
労
働
力
不
足
に
苦
し
む

農
家
で
の
農
作
業
な
ど
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
昭
和
18
（
1
9
4
3
）
年
に
は

1
年
の
う
ち
4
カ
月
、
継
続
的
に
動
員

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

昭
和
19
（
1
9
4
4
）
年
3
月
に
は
閣
議

決
定
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」
に
よ
り

中
学
校
以
上
の
学
校
で
の
授
業
が
完

全
に
停
止
さ
れ
、「
勤
労
即
教
育
」
と

し
て
授
業
が
一
切
行
わ
れ
な
い
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
空
襲
の
激

化
に
よ
り
、
動
員
先
の
工
場
が
次
々
と

爆
撃
を
受
け
、
動
員
先
を
転
々
と
す
る

こ
と
と
な
り
、
爆
撃
で
の
死
傷
者
も
多

数
出
ま
し
た
。
特
に
、
愛
知
県
の
豊
川

海
軍
工こ

う
し
ょ
う

廠
で
は
昭
和
20
年
8
月
7
日
に

集
中
的
な
爆
撃
を
受
け
て
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
、
2
千
5
0
0
人
以
上
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
動
員

さ
れ
て
い
た
全
国
か
ら
の
勤
労
学
徒
が

5
0
0
人
近
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

年
齢
不
相
応
な
複
雑
な
作
業
や
過
酷
な

勤
務
態
勢
の
場
合
も
あ
り
、
作
業
中
の

事
故
に
よ
る
犠
牲
者
も
頻
発
し
ま
し

た
。

疎
開
の
推
進

「
疎
開
」
と
い
う
語
は
、
退
避
、
避

難
な
ど
と
同
じ
意
味
で
す
が
、「
逃
げ

る
」
と
い
う
消
極
的
意
味
を
嫌
っ
て
選

ば
れ
た
造
語
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

勤き

ん

ろ

う労
動
員
と
学
童
疎そ

か

い開

疎開学童専用車に乗り込む子どもたち（出典：『写真週報』334号、提供：アジア歴史資料セン
ター、所蔵：国立公文書館）

隣組の保育責任者と子どもの避難訓練
（出典：『写真週報』272号、提供：アジア歴史資料センター、所蔵：国立公文書館）41 40
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く
、
敗
色
の
濃
い
戦
況
と
も
相
ま
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

面
会
や
手
紙
が
多
い
家
と
そ
う
で
な
い

家
が
あ
っ
た
り
、
些さ

さ
い細

な
こ
と
で
仲
間

は
ず
れ
に
な
っ
た
り
、
先
生
と
児
童
の

人
間
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
特
に
食
事
に
は
苦
労
が
多

く
、
近
隣
の
畑
か
ら
食
料
を
盗
ん
だ

り
、
道
ば
た
の
雑
草
を
恐
る
恐
る
口
に

し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の

飢
え
を
体
験
し
、
栄
養
失
調
で
下
痢
が

続
く
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
衛

生
状
態
も
悪
く
、
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
な
ど

に
加
え
、
肺
炎
や
チ
フ
ス
、
赤
痢
な
ど

も
蔓ま

ん
え
ん延

し
ま
し
た
。
い
つ
終
わ
る
と
も

わ
か
ら
ず
、
い
つ
死
別
す
る
と
も
わ
か

ら
ず
親
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
心
細
さ

は
、
現
在
で
は
想
像
し
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

東
京
か
ら
疎
開
中
の
6
年
生
は
、
3

月
10
日
前
後
に
卒
業
式
の
た
め
に
帰
京

し
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
大
空
襲
に
遭

遇
す
る
こ
と
と
な
り
、
卒
業
式
直
後
に

焼
死
し
た
り
、
疎
開
先
か
ら
到
着
す
る

と
両
親
が
亡
く
な
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

縁
故
疎
開
を
題
材
に
し
た
映
画
と
し

て
『
少
年
時
代
』（
1
9
9
0
年
）
が
有
名

で
す
。

疎開中の日記（所蔵：港区立郷土歴史館）
昭和19（1944）年9月1日～昭和20（1945）年2月25日

区
内
の
若
者
へ
の
影
響

現
在
港
区
立
の
小
学
校
は
、
統
廃
合

が
進
み
19
校
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
戦

中
に
は
国
民
学
校
と
呼
ば
れ
て
い
た
小

学
校
が
芝
区
に
16
校
、
麻
布
区
に
7

校
、
赤
坂
区
に
5
校
、
計
28
校
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
全
て
が
、
昭
和
19

（
1
9
4
4
）
年
か
ら
20
（
1
9
4
5
）
年

に
か
け
て
集
団
疎
開
を
行
い
ま
し
た
。

芝
区
内
の
国
民
学
校
は
、
栃
木
県
塩

谷
郡
の
塩
原
温
泉
や
鬼
怒
川
温
泉
に
疎

開
し
、
ほ
と
ん
ど
が
温
泉
旅
館
を
宿
舎

と
し
ま
し
た
。
麻
布
区
の
場
合
は
栃
木

県
南
部
の
佐
野
、
足
利
一
帯
の
寺
院
が

主
な
疎
開
先
と
な
り
ま
し
た
。
赤
坂
区

は
東
京
都
北
多
摩
郡
の
村
山
、
小
平
、

清
瀬
、
府
中
、
国
分
寺
、
神
代
（
現
・

調
布
市
）、
谷
保
（
現
・
国
立
市
）
な
ど
の

一
帯
の
寺
院
や
学
校
施
設
が
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
疎
開
先
や
人
数
の
詳
細
は
次

ペ
ー
ジ
以
降
、
地
図
上
に
示
し
て
あ
り

ま
す
。

区
内
の
中
学
生
以
上
は
勤
労
動
員
を

経
験
し
ま
し
た
。
詳
し
い
記
録
は
ま
と

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
芝
区
三
田
綱
町

に
あ
っ
た
慶
應
義
塾
普
通
部
（
旧
制
中

学
相
当
、
現
・
慶
應
義
塾
中
等
部
の
場
所
に
あ

り
戦
後
横
浜
市
に
移
転
）
の
場
合
、
昭
和
19

年
中
に
は
海
軍
や
東
京
市
の
関
連
施
設

や
区
役
所
な
ど
で
の
物
資
の
運
搬
、
防

空
壕
掘
り
、
民
間
工
場
で
の
戦
車
の

キ
ャ
タ
ピ
ラ
・
零
戦
の
部
品
作
り
な
ど

に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
風
船
爆

弾
の
製
造
を
手
伝
っ
た
生
徒
た
ち
も
い

ま
し
た
。
昭
和
20
年
に
入
り
空
襲
が
激

化
し
て
く
る
と
、
建
物
の
強
制
疎
開
や

救
援
物
資
の
配
布
、
焼
け
跡
整
理
な
ど

の
作
業
が
増
え
て
い
き
、
空
襲
犠
牲
者

収
容
を
手
伝
っ
た
例
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。中

学
卒
業
後
に
進
学
す
る
旧
制
高
等

学
校
、
旧
制
専
門
学
校
、
旧
制
大
学
予

科
・
本
科
な
ど
の
若
者
に
は
、
よ
り
遠

方
の
地
へ
の
出
動
や
複
雑
な
作
業
が
任

さ
れ
、
何
カ
月
に
も
わ
た
っ
て
農
家
や

工
場
の
社
宅
な
ど
に
泊
ま
り
込
む
こ
と

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
芝
区
三
田
に

あ
っ
た
慶
應
義
塾
高
等
部
（
旧
制
専
門
学

校
）
の
場
合
、
栃
木
県
内
の
農
家
の
農

作
業
や
排
水
工
事
の
手
伝
い
、
品
川
、

大
井
、
横
浜
な
ど
の
工
場
で
の
作
業
に

出
動
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
20
年
8
月
の
空
襲
で
多
数
の
犠
牲
者

が
出
た
愛
知
県
の
豊
川
海
軍
工
廠
に
も

最
大
で
2
0
0
人
近
い
生
徒
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
大
空
襲
の
前
に

引
き
揚
げ
た
た
め
、
犠
牲
者
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
。

当
時
の
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
戦
争
は
ま
さ
に
生
活
の
一
部
だ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

疎開先（山梨県・身延山）で毎朝、乾布摩擦をする芝の三光国民学校の子ども
たち（提供：朝日新聞社／時事通信フォト）

航空機工場で働く中学生。勤労動員により、学生や生徒たちは食糧増産や軍
需産業での労働に駆り出された（提供：毎日新聞社）

港
区
に
お
け
る
勤
労
動
員
・
学
童
疎
開

十
一
月
三
日
（
金
）（
小
雨
）

今
日
は
四
大
節
の
一
つ
の
明
治
節
だ
。
だ
の
に
朝
か
ら
小

雨
が
シ
ト
シ
ト
降
っ
て
い
る
。
貴
い
明
治
節
な
の
に
─
─

朝
（
南
瓜  

菜
葉
汁
）

昼
（
サ
ツ
マ
イ
モ
五
本
）

夜
（
南
瓜 

サ
ツ
マ
イ
モ 

テ
ン
プ
ラ
）

三
時
（
南
瓜
オ
シ
ル
コ
）

十
一
月
四
日
（
土
）（
晴
）

吉
田
先
生
が
宇
都
宮
か
ら
お
か
え
り
に
な
っ
た
。

朝
（
南
瓜 

菜
葉 

味
噌
汁
）

昼
（
サ
ツ
マ
イ
モ
五
本
）

夜
（
南
瓜
）

三
時
（
南
瓜
四
切
）

十
一
月
五
日
（
日
）（
小
雨
）

午
前
十
時
ご
ろ
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
午
後
一
時
ご
ろ
空
襲

警
報
が
解
じ
ょ
に
な
っ
た
。
今
は
ま
だ
警
戒
警
報
発
令
中
だ

（
以
下
略
）

疎
開
中
の
日
記

※新字・新仮名遣いに表記を改め、
　誤記と思われるものは訂正しました。
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足利市

佐野市

鹿沼市

日光市

栃木市

塩谷町

さくら市

那須塩原市

塩原温泉

川治温泉

鬼怒川温泉

大網温泉

栃木県

茨城県

福島県

群馬県

桜田（御成門）290人
桜川（御成門）529人
赤羽（赤羽）449人
高輪台（高輪台）504人
竹芝（芝）201人
芝浦（芝浦）169人

鞆絵（御成門）238人
南海（御田）253人
御田（御田）250人
白金（白金）590人
神応（白金の丘）194人

南桜（御成門）376人
神明（御成門）336人
三光（白金の丘）450人

西桜（御成門）230人

芝（芝）301人

麻布（麻布）89人
麻布（麻布）112人
麻布（麻布）59人

46人 南山（南山）

56人 飯倉（麻布）

87人 飯倉（麻布）

124人 東町（東町）

100人 笄（笄）

71人 飯倉（麻布）

25人 東町（東町）

92人 東町（東町）

208人 笄（笄）

54人 飯倉（麻布）

111人 南山（南山）

112人 本村（本村）

234人 南山（南山）
60人 三光（白金の丘）

山梨県南巨摩郡身延町へ

三河台（麻布）263人

麻布（麻布）84人

麻布（麻布）36人

本村（本村）91人

本村（本村）52人

（昭和 19年 6月 1日～戦時疎開学園）

疎開した人数と芝区の国民学校名
カッコ内は現在の小学校名緑の文字00人 疎開した人数と麻布区の国民学校名

カッコ内は現在の小学校名緑の文字00人

芝区・麻布区の集団疎開先

地図でみる 港区の学童疎開

桜田国民学校は1945年9月塩谷郡西那須町へ再疎開／西桜国民学校は1944年10月塩谷郡熱田村・矢板町・泉町に再疎開
桜川国民学校は1945年9月那須郡湯津上村・東那須郡へ再疎開／芝浦国民学校は1945年9月那須郡佐久山町宇福原・金剛寿院へ再疎開

現在の地図に、当時の集団疎開先を表示しています。近隣に複数の疎開先がある場合は、1つの点にまとめてあります

世田谷区

中野区

杉並区

板橋区

八王子市

青梅市

東京都

埼玉県

神奈川県

府中市

調布市

小平市

日野市

東村山市

国分寺市

国立市

東大和市

清瀬市

東久留米市武蔵村山市

あきる野市

青山（青山）18人

青山（青山）46人

氷川（赤坂）83人

氷川（赤坂）47人
氷川（赤坂）128人

氷川（赤坂）30人

赤坂（赤坂）33人

赤坂（赤坂）27人

赤坂（赤坂）51人

赤坂（赤坂）45人

青山（青山）27人
青山（青山）34人

青山（青山）27人

青山（青山）28人
青山（青山）25人

青山（青山）43人

乃木（赤坂）30人
乃木（赤坂）52人

乃木（赤坂）33人
乃木（赤坂）54人
乃木（赤坂）34人
乃木（赤坂）35人

赤坂（赤坂）70人

赤坂（赤坂）42人

乃木（赤坂）22人

青南（青南）69人
青南（青南）92人

青南（青南）34人

青南（青南）60人
青南（青南）22人乃木（赤坂）15人

青南（青南）123人

疎開した人数と赤坂区の国民学校名
カッコ内は現在の小学校名緑の文字00人

赤坂区の集団疎開先

全国疎開学童連絡協議会編『学童疎開の記録』（1994年）をもとに作成
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港
区
と
戦
争

第
1
部

戦
争
と
子
ど
も
・
女
性

5

重
視
さ
れ
る
女
性
の
存
在

戦
時
下
は
、「
銃
後
」
を
支
え
る
存

在
と
し
て
の
女
性
が
重
視
さ
れ
た
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
軍
隊
に
行
っ

て
い
な
い
男
性
に
対
し
て
は
昭
和
14

（
1
9
3
9
）
年
の
「
国
民
徴
用
令
」
に

基
づ
き
徴
用
が
行
わ
れ
、
軍
需
関
係
の

労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
男
性

の
担
っ
て
い
た
仕
事
へ
の
女
性
の
進
出

は
各
所
に
及
び
、
電
車
や
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
に
も
女
性
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
は
徴
用
の
対

象
に
は
な
ら
ず
、
代
わ
っ
て
地
域
や
職

場
で
自
主
的
に
結
成
さ
れ
た
勤
労
挺て

い
し
ん身

隊た
い

が
各
地
の
工
場
な
ど
に
出
動
し
ま

し
た
。
昭
和
19
（
1
9
4
4
）
年
8
月
に

は
、
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
き
「
女
子

挺
身
勤
労
令
」
が
施
行
さ
れ
、
14
歳
〜

40
歳
の
女
性
は
女
子
挺
身
隊
に
組
み
込

ま
れ
、
戦
争
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
で

も
竹
や
り
訓
練
、
消
火
訓
練
に
積
極
的

に
参
加
し
、
戦
争
の
一
端
を
担
う
存
在

と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

既
婚
女
性
を
中
心
に
し
た
組
織
と
し

て
婦
人
会
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た

の
も
戦
時
下
の
こ
と
で
し
た
。
明
治
34

（
1
9
0
1
）
年
に
結
成
さ
れ
た
愛
国
婦

人
会
は
、
戦
死
者
遺
族
や
傷し

ょ
う
い痍

軍
人
に

対
す
る
慈
善
活
動
を
行
う
団
体
で
、
名

士
の
夫
人
な
ど
、
比
較
的
上
流
階
級
の

女
性
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
昭
和
7
（
1
9
3
2
）
年
、

大
阪
で
発
足
し
た
大
日
本
国
防
婦
人
会

（
当
初
は
大
阪
国
防
婦
人
会
）
は
、
白
い
割

ぽ
う
着
に
た
す
き
を
掛
け
た
庶
民
的
な

姿
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
、
幅
広
く
会

員
を
集
め
、
昭
和
15
（
1
9
4
0
）
年
に

は
会
員
数
9
0
0
万
人
を
超
え
、
出
征

兵
士
の
見
送
り
や
慰
問
、
留
守
家
族
の

支
援
な
ど
で
幅
広
く
活
動
し
ま
し
た
。

他
に
大
日
本
連
合
婦
人
会
を
加
え
た
三

つ
の
婦
人
会
は
、
昭
和
17
（
1
9
4
2
）

年
2
月
大
日
本
婦
人
会
と
な
り
、
服
装

も
割
ぽ
う
着
か
ら
も
ん
ぺ
姿
へ
と
変
わ

り
、
防
空
演
習
や
奉
仕
活
動
が
中
心
と

な
り
ま
し
た
。

戦
時
下
の
女
性
た
ち

愛国婦人会芝区分会写真帖『みちしばのしおり』（所蔵：港区立郷土歴史館）
愛国婦人会の芝区分会は、昭和4（1929）年からあった「芝区婦人会」を前身とし
て、昭和8（1933）年に誕生した。以後、昭和17（1942）年の解散（他の婦人会
と統合して「大日本婦人会」に）まで、芝区を中心とした銃後支援活動を行った。
解散時の芝区分会会員数は1万人超。本写真帖は、解散記念に刊行（昭和17年
12月）されたもの

大日本国防婦人会たすき（所蔵：港区立郷土歴史館）
昭和15（1940）年頃
大日本国防婦人会会員が着用したたすき。「麻布支
部」という印が読み取れる。大日本国防婦人会の会
員は、割ぽう着にこのたすきを着用して、活動を
行っていた

大日本国防婦人会バッジ（所蔵：港区立郷
土歴史館）
昭和15年頃
大日本国防婦人会会員が着けたバッジ。
大日本国防婦人会は出

しゅっせい
征する兵士を茶

さ か
菓

でもてなしたり見送ったりした大阪の女
性の団体に起

き げ ん
源をもち、その運動はたち

まち全国に拡大した

『写真週報』は、国内向けの週刊写真。戦費獲得のための国民貯蓄や、多子多産や体力向上をめざす健民運動といった国策がアピールされた
（出典：『写真週報』316号（左）/269号（右）、提供：アジア歴史資料センター、所蔵：国立公文書館）

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
3
月
、
政
府

は
公
的
機
関
か
ら
会
社
、
学
校
な
ど
を

含
め
た
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
を
国
民

義
勇
隊
と
し
て
再
編
し
、
防
空
、
防
衛

な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
活
動
、
陣
地
構

築
な
ど
の
軍
の
作
戦
に
か
か
わ
る
活
動

な
ど
に
出
動
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
婦

人
会
は
こ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

戦
前
の
女
性
の
地
位
は
今
日
で
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
低
い
も
の
で
あ

り
、
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
民
法
上
、
財
産
の

管
理
さ
え
基
本
的
に
は
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
社
会
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
自

体
が
は
ば
か
ら
れ
る
状
態
で
し
た
。
女

性
た
ち
は
社
会
的
な
地
位
を
向
上
す
る

意
味
で
も
積
極
的
に
戦
争
に
協
力
し
て

い
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
19
年
9
月
か
ら
は
、
国

民
徴
用
令
に
基
づ
き
朝
鮮
人
も
徴
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
多
数
が
内
地
へ
移

動
さ
せ
ら
れ
、
重
労
働
を
課
さ
れ
た
事

実
も
あ
り
ま
し
た
。

大日本国防婦人会制帯（所蔵：港区立郷土歴史館）
昭和15年頃
大日本国防婦人会会員が着用した制帯。金・銀糸で大日本国防
婦人会の意匠が刺繍されている。大日本国防婦人会の会員は自
分の着物にこの帯を締め、その上に割ぽう着を着用した
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港
区
と
戦
争

原
爆
投
下
、
ソ
連
参
戦

昭
和
19
（
1
9
4
4
）
年
11
月
よ
り
本

格
化
し
た
B 

29
に
よ
る
本
土
空
襲
は
、

翌
年
3
月
の
硫
黄
島
陥
落
以
降
、
一
層

熾し
れ
つ烈

さ
を
極
め
、
大
都
市
部
を
こ
と
ご

と
く
焦
土
と
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
軍
の
調
査
に
よ
れ
ば
空
襲
に

よ
る
日
本
人
の
死
者
は
30
万
人
以
上
、

1
5
0
0
万
人
が
家
屋
を
失
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
ポ
ツ
ダ
ム
で
、
米
英
中
に

よ
る
日
本
に
対
す
る
降
伏
条
件
を
示
し

た
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た

の
は
昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
7
月
26
日

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
共
同
宣
言
は
、

日
本
に
即
時
、
無
条
件
の
降
伏
を
求

め
、
戦
後
の
占
領
方
針
な
ど
を
示
し
た

も
の
で
し
た
が
、
日
本
政
府
は
こ
れ
を

「
抹
殺
」
す
る
と
声
明
。
間
も
な
く
ア

メ
リ
カ
は
2
度
に
わ
た
っ
て
原
子
爆
弾

を
投
下
し
ま
し
た
。
8
月
6
日
広
島
、

9
日
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
が
奪
っ

た
人
命
は
、
昭
和
20
年
の
う
ち
に
亡
く

な
っ
た
人
だ
け
で
そ
れ
ぞ
れ
14
万
人
、

9
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
テ
ニ
ヤ
ン
島
を
発
進

し
た
B 

29
に
よ
り
投
下
さ
れ
た
も
の
で

し
た
。

さ
ら
に
8
月
9
日
に
は
日
ソ
中
立
条

約
を
一
方
的
に
破
棄
し
た
ソ
連
が
日
本

に
対
し
て
宣
戦
布
告
し
、
南み

な
み
か
ら
ふ
と

樺
太
や
千

島
列
島
、
満
州
、
朝
鮮
な
ど
で
戦
闘
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
中
立
条
約
に
基
づ

き
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
は
参
加
し
な

か
っ
た
ソ
連
で
し
た
が
、
実
は
同
年
2

月
、
米
ソ
間
で
は
ド
イ
ツ
降
伏
か
ら
3

カ
月
以
内
に
ソ
連
が
参
戦
す
る
と
の
密

約
が
存
在
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
ソ

連
は
、
南
樺
太
や
千
島
列
島
、
満
州
な

ど
に
日
本
が
有
す
る
権
益
（
日
露
戦
争
後

の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
で
獲
得
し
た
も
の
）
を
得

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
（
ヤ

ル
タ
密
約
）。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
ヤ
ル

タ
以
後
、
ソ
連
が
戦
後
の
占
領
統
治
に

参
加
す
る
こ
と
に
消
極
的
と
な
り
、
ソ

終
戦
と
占
領
統
治

現
在
の
日
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
６・３・３・４
制
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学

校
6
年
（
義
務
教
育
）、
中
学
校
3
年
（
義
務
教
育
）、
高
等
学
校
3
年
、
大
学
4
年
と
い

う
も
の
で
、
こ
れ
以
外
に
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
そ
の
他
各
種

学
校
が
あ
り
ま
す
。
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
（
戦
後
の
高
等
教
育
機
関
）
進
学

率
は
83
・
8 

%
（
2
0
2
3
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
前
日
本
で
の
大
学
に
い
た
る
進
学
ル
ー
ト
は
、
尋
常
小
学
校
6
年
（
義
務
教
育
）、

旧
制
中
学
5
年
（
4
年
修
了
で
も
進
学
可
能
）、
旧
制
高
等
学
校
・
大
学
予
科
・
専
門
学
校

3
年
、
旧
制
大
学
（
本
科
）
3
年
の
６・
５・
３・
３
で
し
た
。
た
だ
し
当
時
は
、
各
家

庭
の
事
情
や
職
業
訓
練
な
ど
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
に
枝
分
か
れ
し
て
お
り
、

大
学
・
高
校
・
専
門
学
校
（
戦
前
の
高
等
教
育
機
関
）
へ
の
進
学
率
は
2
％
程
度
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
尋
常
小
学
校
卒
業
で
就
職
す
る
者
は
10
％
ほ
ど
、
さ
ら
に
2

年
勉
強
を
続
け
る
高
等
小
学
校
へ
約
70
％
、
中
学
へ
の
進
学
は
20
％
ほ
ど
で
し
た
。

さ
ら
に
そ
ろ
ば
ん
や
簿
記
な
ど
の
実
務
を
勉
強
す
る
商
業
学
校
、
技
術
を
学
ぶ
工
業

学
校
、
学
校
の
教
師
を
養
成
す
る
師
範
学
校
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
尋
常
小
学
校
よ

り
上
は
男
女
別
学
で
、
女
子
の
た
め
に
は
高
等
女
学
校
、
女
子
高
等
師
範
学
校
、
女

子
大
学
（
法
律
上
は
専
門
学
校
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
外
に
軍
の
学
校
が
あ
り
、
中
学
在
学
中
に
試
験
を
受
け
る
こ
と
で
、
陸
軍

の
場
合
、
幼
年
学
校
、
士
官
学
校
（
略
し
て
陸
士
）、
経
理
学
校
、
海
軍
の
場
合
、
兵
学

校
（
略
し
て
海
兵
）、
経
理
学
校
、
機
関
学
校
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

優
秀
な
生
徒
が
選
抜
さ
れ
、
倍
率
は
何
十
倍
に
も
達
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、

海
軍
飛
行
予
科
練
習
生（
予
科
練
）、
陸
軍
少
年
飛
行
兵
な
ど
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
の
コ
ー

ス
で
中
学
生
か
ら
の
志
願
が
殺
到
し
ま
し
た
。

昭
和
16
（
1
9
4
1
）
年
4
月
、
国
民
学
校
令
が
施
行
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
は
国
民

学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
昭
和
19
（
1
9
4
4
）
年
よ
り
義
務
教
育

を
8
年
に
延
長
す
る
（
国
民
学
校
初
等
科
6
年
＋
同
高
等
科
2
年
）
こ
と
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
後
に
延
期
が
決
ま
り
、
結
局
実
施
さ
れ
ず
に
敗
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
前
の
学
制

22歳

21歳

20歳

19歳

18歳

17歳

16歳

15歳

14歳

13歳

12歳

11歳

10歳

9歳

8歳

7歳

6歳

男子校 女子校 共学昭和19（1944）年頃の学制

国民学校初等科
昭和15年度まで尋常小学校

中学校※ 高等女学校※

※

高
等
学
校

専
門
学
校

高
等
師
範
学
校予

科

師
範
学
校

師
範
学
校

尋
常
科

大
学

※

実
業
学
校

※

実
業
学
校

実
業
学
校

実
業
学
校

女
子
高
等
師
範
学
校

女
子

専
門
学
校

国民学校高等科
昭和15（1940）年度
まで高等小学校

実業学校
「農学校・農林学校」「工業学校」
「商業学校・実業学校」「商工学校」
などの総称

女子大学は、
法律上専門学校だった

義務教育は
初等科まで

※中等学校令（昭和18〈1943〉年）によって高等学校は2年制、中学校・高等女学校・実業学校は4年制に短縮された

予
科

師
範
学
校

予
科

師
範
学
校

この図は文部省『学制百年史　資料編』の「学校系統図」（昭和19年4月現在）を参考に作成しました。
主な教育機関のみ含めています。

空襲により屋根などが焼失した新橋駅舎（所蔵：港区立郷土歴史館）49 48
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連
が
参
戦
す
る
前
に
戦
争
を
終
結
さ
せ

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
の
ソ
連
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
や
米

軍
に
よ
る
原
爆
開
発
の
情
報
か
ら
、
日

本
が
早
期
に
降
伏
し
て
し
ま
う
こ
と
を

恐
れ
、
対
日
参
戦
を
早
め
て
、
突
如
日

本
に
宣
戦
布
告
を
し
た
の
で
し
た
。
ソ

連
と
の
戦
闘
地
域
で
は
、
日
本
兵
の
み

な
ら
ず
女
性
や
子
ど
も
に
も
多
数
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。

敗
戦
と
日
本
人

当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
鈴す

ず
き木

貫か
ん
た
ろ
う

太
郎

は
、
原
爆
投
下
、
ソ
連
参
戦
を
受
け
、

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
意
見
と
り

ま
と
め
を
行
お
う
と
、
8
月
10
日
昭
和

天
皇
臨
席
で
の
御
前
会
議
に
臨
み
ま

す
。
し
か
し
降
伏
後
も
国
体
（
天
皇
制
）

が
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
に
明
言
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
不

安
視
す
る
声
や
、
徹
底
抗
戦
を
主
張
す

る
軍
部
と
の
間
で
議
論
は
容
易
に
ま
と

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
陸
海
軍

は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
本
土
上
陸
の
迎
撃

態
勢
を
着
々
と
準
備
し
て
お
り
、
上
陸

が
予
想
さ
れ
る
日
本
沿
岸
部
で
は
、
陣

地
の
構
築
や
上
陸
部
隊
に
対
す
る
特
攻

訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
陸

軍
で
は
、
戦
争
指
揮
の
中
枢
で
あ
る
大

本
営
や
政
府
機
能
を
、
長
野
県
松
代
の

山
中
に
掘
ら
れ
た
広
大
な
地
下
壕
に
移

転
す
る
計
画
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
海

軍
で
は
既
に
連
合
艦
隊
司
令
部
（
戦
争

末
期
は
海
軍
総
隊
司
令
部
）
を
、
横
浜
の
慶

應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下

に
掘
っ
た
地
下
壕
に
移
転
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
の
全
面
降
伏

の
決
定
は
、
容
易
に
陸
海
軍
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
特
に
陸

軍
大
臣
阿あ

な
み南

惟こ
れ
ち
か幾

ら
は
陸
軍
内
部
の
徹

底
抗
戦
論
の
突
き
上
げ
も
あ
り
激
し

く
反
対
し
ま
し
た
。
当
時
の
制
度
で

は
、
陸
軍
大
臣
が
辞
職
し
、
次
の
大
臣

の
推
挙
を
陸
軍
が
拒
む
と
、
内
閣
は
総

辞
職
に
追
い
込
ま
れ
る
た
め
、
鈴
木
は

慎
重
に
議
論
を
進
め
、
最
終
的
に
は
8

玉音放送の後、宮城前広場でひざまずき頭を下げる人たち（提供：共同通信社）
ポツダム宣言を受諾した日本は、昭和20（1945）年9月2日、東京湾に浮かぶアメリカ軍の戦艦ミズーリ号の甲板で、降伏文書に調印した（提供：
毎日新聞社）

月
10
日
と
14
日
の
2
度
に
わ
た
っ
て
昭

和
天
皇
の
「
ご
聖
断
」
を
仰
ぎ
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
受
諾
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

し
て
混
乱
を
防
ぐ
た
め
、
昭
和
天
皇
自

ら
肉
声
を
通
し
て
国
民
に
敗
戦
を
伝
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
玉
音

放
送
で
す
。
こ
の
放
送
を
未
然
に
防
ご

う
と
陸
軍
の
一
部
の
将
校
が
反
乱
を
起

こ
し
、
昭
和
天
皇
の
音
声
を
収
め
た
レ

コ
ー
ド
（
玉
音
盤
）
を
奪
お
う
と
し
た
宮

城
事
件
で
は
、
鈴
木
首
相
も
首
相
官
邸

や
私
邸
を
襲
撃
さ
れ
、
私
邸
は
焼
失
し

ま
し
た
。
天
皇
自
ら
の
放
送
は
史
上
初

め
て
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
各

地
で
反
乱
が
起
こ
り
ま
し
た
。
厚
木

航
空
隊
の
反
乱
や
愛あ

た
ご
や
ま

宕
山
籠ろ

う
じ
ょ
う城

事
件

（
P
・
55
コ
ラ
ム
参
照
）
も
有
名
で
す
。
国

民
に
は
、
文
語
体
の
難
解
な
放
送
内
容

を
理
解
で
き
ず
、
天
皇
に
よ
る
徹
底
抗

戦
の
激
励
で
あ
る
と
誤
解
し
た
者
も
い

た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
敗
戦
を
理
解
し

た
国
民
は
、
あ
る
者
は
泣
き
崩
れ
、
あ

る
者
は
喜
び
ま
し
た
。
敗
戦
と
い
う
形

で
の
戦
争
終
結
を
「
終
戦
」
と
い
う
言

葉
で
表
現
し
た
の
も
、
こ
の
複
雑
な
国

内
情
勢
を
踏
ま
え
た
選
択
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
戦
争
終
結
に
至
る
激

動
の
数
日
間
は
映
画
『
日
本
の
い
ち
ば

ん
長
い
日
』（
1
9
6
7
年
、
2
0
1
5
年
リ

メ
イ
ク
）
で
詳
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
一
般
的
に
戦
争
終
結
の
日

は
8
月
15
日
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
政
府
と
連
合
国
側
と
で
正

式
に
降
伏
文
書
の
調
印
が
行
わ
れ
た
の

は
9
月
2
日
の
こ
と
で
、
関
係
国
の
多

く
で
は
こ
の
日
が
対
日
戦
勝
記
念
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ソ
連
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
受
諾
後
も
停
戦
に
応
じ
ず
、
各
地
の

戦
闘
は
9
月
5
日
ま
で
継
続
し
ま
し

た
。
北
方
領
土
が
占
拠
さ
れ
た
の
は
こ

の
間
の
出
来
事
で
す
。

戦
争
の
爪
痕

以
後
日
本
は
連
合
国
側
の
占
領
統
治

を
受
け
、「
民
主
化
」
を
合
い
言
葉
に
社

会
の
隅
々
ま
で
改
革
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
国
民
主
権
・
平
和
主
義
・
基
本
的
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新橋駅から見た闇市の様子（所蔵：港区立郷土歴史館）
建物疎開で空き地が広がっていた新橋駅前にできた、闇市と呼ばれる露天商人による青空市場・マーケット。とくに食品が豊富だったという

闇
市
と
な
っ
た
新
橋
駅
前

戦
争
は
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し

人
々
の
衣
食
住
は
相
変
わ
ら
ず
窮
乏
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
特
に
食
料
の
欠
乏

は
、
む
し
ろ
戦
後
激
し
さ
を
増
し
て
い

き
ま
し
た
。
食
料
の
配
給
制
は
維
持
さ

れ
、
兵
隊
か
ら
の
復
員
や
外
地
か
ら
の

引
き
揚
げ
者
に
よ
っ
て
人
口
が
増
加
し

た
こ
と
で
、
物
資
は
完
全
に
不
足
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
統
制
を
逃
れ
て

違
法
に
物
品
を
売
買
す
る
闇
市
が
各
地

に
出
現
し
ま
し
た
が
、
全
国
で
も
最
大

と
い
わ
れ
た
の
が
新
橋
駅
前
の
強
制
疎

開
に
よ
る
広
場
を
占
拠
し
て
出
現
し
た

闇
市
で
し
た
。
そ
の
様
子
を
小
説
家
の

高
見
順
は
次
の
よ
う
に
日
記
に
記
し
て

い
ま
す
。

十
一
月
九
日

新
橋
で
降
り
て
、
か
ね
て
噂う
わ
さ

の
高

い
露
店
の
「
闇
市
場
」
を
の
ぞ
い
て
見

た
。
…
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
見
お
ろ
す
と
、

人
が
う
よ
う
よ
と
ひ
し
め
い
て
い
て
、

一
種
の
奇
観
を
呈
し
て
い
る
。
敗
戦
日

本
の
新
風
景
、
―
―
昔
は
な
か
っ
た
風

景
で
あ
る
。

駅
を
出
る
と
、
そ
の
街
路
に
面
し
た

と
こ
ろ
に
、
靴
直
し
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
る
。
そ
れ
が
一
線
を
画
し
て
い
て
、

そ
の
背
後
の
広
場
が
、「
闇
市
場
」
に

な
っ
て
い
る
。
す
で
に
顔
役
が
で
き
て

い
て
（
顔
役
は
復
員
兵
士
と
の
こ
と
）

場
代
を
取
り
、
値
段
が
法
外
に
高
い
と
、

店
開
き
を
禁
じ
た
り
す
る
と
か
。

…
「
三
つ
で
五
円
」

闇
屋
の
声
に
、
の
ぞ
い
て
見
る
と
、

う
ど
ん
粉
（
？
）
を
オ
ム
レ
ツ
型
に
焼

い
た
も
の
を
売
っ
て
い
る
。
ふ
く
ら
ん

だ
中
身
に
は
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

隣
り
で
は
、
ふ
か
し
イ
モ
、
こ
れ
も
一

袋
五
円
。
紙
袋
を
ち
ゃ
ん
と
用
意
し
て

い
る
が
、
風
呂
敷
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
し

か
イ
モ
は
持
っ
て
来
て
い
な
い
。
…
浅

草
の
食
い
物
屋
は
、
ち
ゃ
ん
と
屋
台
を

港
区
の
戦
後
復
興

人
権
の
尊
重
を
謳う

た

う
戦
後
日
本
の
根
本

法
規
、
日
本
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
11
月
3
日
、

翌
年
5
月
3
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東

京
裁
判
）
や
、
各
地
に
置
か
れ
た
軍
事

法
廷
に
お
い
て
は
、
戦
争
の
責
任
を
問

う
裁
判
が
行
わ
れ
、
A
級
戦
犯
と
し
て

7
人
が
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
捕
虜

虐
待
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
た
B
・
C
級

戦
犯
と
し
て
千
人
以
上
が
死
刑
判
決
を

受
け
ま
し
た
。

終
戦
時
、
海
外
に
い
た
軍
人
や
民

間
人
は
合
わ
せ
て
6
6
0
万
人
に
達

し
、
そ
の
人
々
が
復
員
・
引
き
揚
げ
を

行
い
ま
し
た
。
満
州
な
ど
で
ソ
連
軍
の

捕
虜
に
な
っ
た
日
本
兵
や
逮
捕
さ
れ
た

民
間
人
は
、
シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
過
酷
な

環
境
下
で
の
強
制
労
働
に
従
事
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
（
シ
ベ
リ
ア
抑
留
）。
そ
の
数
は

57
万
5
千
人
に
上
り
、
十
分
な
食
事
や

住
環
境
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

お
よ
そ
1
割
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
中
国
で
は
終
戦
後
4
年

も
国
民
党
と
共
産
党
の
内
戦
に
参
加
し

て
い
た
者
が
数
千
人
お
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
独
立
戦
争
に
参
加
し
た
日
本

兵
も
多
数
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
占
領
統
治
が
終

了
す
る
の
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約
が
発
効
し
た
昭
和
27
（
1
9
5
2
）

年
4
月
28
日
の
こ
と
で
、
日
本
が
独
立

を
回
復
し
た
の
は
こ
の
日
で
し
た
。

日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
に
よ
る

日
本
人
の
死
者
は
3
1
0
万
人
、
第
二

次
世
界
大
戦
に
よ
る
死
者
は
世
界
中
で

5
千
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
た
だ
風
呂
敷
、

カ
バ
ン
な
ど
を
ひ
ろ
げ
て
売
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
店
」
に
な

る
の
だ
ろ
う
が
。（『
高
見
順
日
記
』）

「
顔
役
」
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
場
所
は
暴
力
が
横
行

し
、
治
安
は
極
度
に
悪
化
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
こ
の
頃
の
新
聞
に
は
、
し
ば

し
ば
闇
市
の
摘
発
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年

6
月
27
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
は
「
お

薯い
も

や
主
食
の
闇
検
挙
」
の
見
出
し
で
次

の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

警
視
庁
で
は
二
十
六
日
午
前
五
時

を
期
し
て
馬ば
れ
い
し
ょ

鈴
薯
を
中
心
に
主
食
取
締

を
全
都
一
斉
に
行
っ
た
。
早
朝
露
店

街
に
活
躍
す
る
闇
卸
商
人
の
検
挙
が

ね
ら
ひ
で
午
前
十
時
ま
で
新
橋
露
店
だ

け
で
捕
っ
た
も
の
東
京
都
四
十
、
茨
城

二
十
一
、
山
梨
二
十
二
、千
葉
二
十
、
埼

玉
十
四
、
群
馬
八
、
神
奈
川
七
、
静
岡

一
、
遠
く
は
岐
阜
か
ら
の
常
習
闇
商
一

で
計
百
三
十
余
名

当
時
の
芝
区
長
（
後
の
初
代
港
区
長
）

井い

で出
光み

つ
じ治

は
、
自
ら
新
橋
の
闇
市
整
理

に
奔
走
し
ま
し
た
。『
新
修
港
区
史
』

に
よ
れ
ば
、「
な
に
し
ろ
二
十
数
組
の

ヤ
ク
ザ
を
相
手
な
も
ん
で
す
か
ら
、
い

つ
ピ
ス
ト
ル
で
や
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
こ
ろ
の
二
カ

月
ば
か
り
、
総
務
課
長
と
土
木
課
長
と

三
人
で
、
毎
晩
、
米
と
味み

そ噌
と
酒
を
ぶ

ら
さ
げ
て
、
焼
け
跡
の
家
を
転
々
と
泊

ま
り
歩
き
な
が
ら
身
を
隠
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
後
に
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。

引
き
揚
げ
の
玄
関
だ
っ
た

品
川
駅

港
区
に
は
も
う
一
つ
、
戦
後
を
象
徴

す
る
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。
兵
役
を
終

え
て
復
員
し
た
兵
士
や
、
満
州
な
ど
か

ら
の
引
き
揚
げ
者
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
の
帰
還
者
な
ど
が
、
品
川
駅
（
港
区

内
に
あ
る
）
に
到
着
し
た
か
ら
で
す
。
こ

れ
も
新
聞
記
事
か
ら
光
景
を
再
現
し
て

東京裁判開廷の日、入廷する裁判長らを迎え起
立する28人の被告たち（提供：共同通信社）
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C
O
L
U
M
N

建設中の東京タワー（提供：TOKYO TOWER）現在の港区の姿

み
ま
し
ょ
う
。

去
る
六
日
舞
鶴
入
港
の
シ
ベ
リ
ア

引
揚
第
一
号
明
優
丸
で
故
郷
の
土
を
踏

ん
だ
人
た
ち
七
百
一
名
が
十
日
朝
十
時

四
十
一
分
品
川
着
の
引
揚
列
車
で
入
京

し
た
。
わ
が
子
、
わ
が
夫
に
一
刻
も
早

く
と
つ
め
か
け
た
家
族
で
八
番
ホ
ー
ム

は
埋
ま
っ
て
い
る
。
列
車
は
二
、三
分
お

く
れ
て
ホ
ー
ム
に
す
べ
り
込
ん
だ
。
思

わ
ず
歓
声
が
あ
が
る
。
窓
か
ら
つ
き
出

す
引
揚
者
た
ち
の
顔
は
雪
や
け
で
真
黒

だ
…
七
年
振
り
で
帰
っ
た
港
区
三
田
四

の
十
二
大
工
小こ
む
か
い向

宏ひ
ろ
つ
ぐ次

さ
ん
（
四
〇
）

は
針
仕
事
の
内
職
で
細
々
と
夫
の
留
守

を
守
っ
て
来
た
妻
□
野
さ
ん
（
三
六
）

や
愛
児
靖や
す
ひ
ろ弘
君
（
一
二
）
を
両
わ
き
に

抱
え
込
ん
で
オ
イ
オ
イ
泣
い
て
い
る
…

（『
朝
日
新
聞
』
1
9
4
8
年
5
月
11
日

付
）

戦
後
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
に

G
H
Q
は
港
区
で
ど
の
よ
う
な
足
跡

を
残
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
に
到

着
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
旧
日
本
軍
の

施
設
や
、
堅
固
で
大
き
な
建
物
を
強
制

的
に
接
収
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
個
人

宅
も
例
外
で
は
な
く
、
麻
布
や
白
金
の

住
宅
街
に
は
接
収
さ
れ
た
家
が
あ
り
ま

し
た
。
銀
座
の
服
部
時
計
店
（
現
セ
イ

コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
の
創
業
者
服は

っ
と
り部

金き
ん
た
ろ
う

太
郎
に
よ
り
昭
和
8
（
1
9
3
3
）
年

に
建
設
さ
れ
た
白
金
三
光
坂
上
の
大
邸

宅
、
通
称
「
服
部
ハ
ウ
ス
」
も
G
H
Q

に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
、
極
東
国
際
軍

事
裁
判
（
東
京
裁
判
）
の
キ
ー
ナ
ン
首
席

検
事
ら
が
使
用
し
ま
し
た
。
昭
和
23

（
1
9
4
8
）
年
に
は
、
憲
兵
ら
が
厳
重

に
警
備
す
る
中
で
3
カ
月
に
わ
た
っ
て

東
京
裁
判
の
判
決
文
の
翻
訳
が
行
わ
れ

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
に
先
立
ち
、
日
本
国
憲
法
が
G
H
Q

民
政
局
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
の
も
こ

こ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
中
で
、
芝

区
・
麻
布
区
・
赤
坂
区
の
3
区
を
統
合

し
、
港
区
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
22

（
1
9
4
7
）
年
3
月
15
日
の
こ
と
で
し

た
。
港
区
役
所
（
旧
芝
区
役
所
）
が
置
か

れ
た
芝
公
園
周
辺
の
戦
後
の
変
貌
は
目

覚
ま
し
く
、
か
つ
て
政
財
界
の
要
人
が

集
っ
た
高
級
料
亭
紅
葉
館
の
跡
地
は
、

昭
和
33
（
1
9
5
8
）
年
東
京
タ
ワ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
日
光
東
照
宮
の
よ
う
に

壮
麗
な
建
物
が
立
ち
並
ん
で
い
た
増
上

寺
の
徳
川
家
霊
廟
の
焼
け
跡
は
、
昭
和

39
（
1
9
6
4
）
年
に
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
が
建
て
ら
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
来
日
す
る
観
光
客
を
迎
え
ま
し

た
。
港
区
は
、
折
々
に
戦
後
史
の
重
要

な
舞
台
と
し
て
登
場
し
な
が
ら
新
し
い

歴
史
を
重
ね
て
、
今
日
の
姿
に
至
っ
て

い
ま
す
。

満州、朝鮮半島北部、南樺太、千島列島などから、ソ連に抑留されていた兵士たちが、戦後4年近
くを経て、品川駅へ到着。ソ連からの帰還者は、45万3,800人を数えた（提供：毎日新聞社）

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
8
月
15
日
正
午
、
昭
和
天
皇
が
自
ら
の
声

で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
国
民
に
伝
え
た
い
わ
ゆ
る
「
玉
音
放

送
」
は
、
千
代
田
区
内
幸
町
の
N
H
K
放
送
会
館
（
現
在
日
比
谷
国
際

ビ
ル
が
あ
る
場
所
）
か
ら
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
15
日
未

明
、
徹
底
抗
戦
を
叫
び
玉
音
放
送
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
陸
軍
の
一

部
の
将
校
が
反
乱
を
起
こ
し
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
が
（「
宮
き
ゅ
う
じ
ょ
う城
事
件
」
と

呼
ば
れ
ま
す
）、
放
送
後
に
も
、
敗
戦
を
認
め
ず
あ
く
ま
で
戦
争
を
継

続
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
各
地
で
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
の
が
「
愛
宕
山
籠
城
事
件
」
で
す
。
飯い
い
じ
ま島
与よ

し

お
志
雄
が
結
成

し
た
右
翼
団
体
「
尊
そ
ん
じ
ょ
う攘

同
志
会
」
の
同
志
12
人
が
、
玉
音
放
送
の
後
、

軍
の
上
層
部
に
徹
底
抗
戦
を
促
す
た
め
、
日
本
刀
や
手し
ゅ
り
ゅ
う
だ
ん

榴
弾
な
ど
で

武
装
し
て
木
戸
内
大
臣
邸
を
襲
撃
、
そ
の
後
芝
区
愛
宕
山
に
立
て
こ

も
り
ま
し
た
。
警
官
に
よ
る
説
得
を
拒
絶
し
た
飯
島
ら
は
22
日
、
手

榴
弾
で
自
決
を
図
り
10
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
27
日
に
は
さ
ら
に
自

決
者
の
妻
2
人
が
後
を
追
っ
て
自
決
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
関
係
者

の
た
め
に
愛
宕
山
上
の
愛
宕
神
社
境
内
に
は
「
殉
じ
ゅ
ん
こ
う皇
十じ
ゅ
う
に二
烈れ
っ
し士
女じ
ょ
之の

碑ひ

」
が
建
て
ら
れ
、
自
決
の
現
場
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
麓ふ
も
との

青
松
寺
境
内
に
は
、
宮
城
事
件
で
自
決
し
た
4
人
の
首
謀
者
の
た
め

「
国こ
く
た
い体

護ご

じ持
孤こ
ち
ゅ
う忠

留り
ゅ
う
こ
ん魂

之の

碑ひ

」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
天
皇
が
音
声
を
吹
き
込
ん
だ
レ
コ
ー
ド
（
玉
音
盤
）

は
2
回
録
音
さ
れ
、
2
回
目
の
も
の
が
玉
音
放
送
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
レ
コ
ー
ド
は
現
在
で
も
宮
内
庁
が
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
1
回
目
の
レ
コ
ー
ド
は
、
愛
宕
山
に
あ
る

N
H
K
放
送
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

港区と「終戦」

服部時計店創業者の邸宅は、GHQに接収されて服部ハウスと呼ばれ、極東国際軍事裁判（いわゆる
東京裁判）の検事らが滞在し、判決文の翻訳作業なども行われた（提供：共同通信社）
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港
区
と
戦
争

第
1
部

この年表は、『江戸東京学事典』（三省堂）、平成17年度港区立郷土資料館テーマ展「戦争の時代と港区」解説シート、
『昭和・平成 現代史年表 大正12年 ▶ 平成20年』（小学館）を参考に作りました。

こ
の
年
●
愛
宕
町
旧
柳
沢
邸
に
兵
営
設
置

明治
4
1
8
7
1

3
月
23
日
●
旧
紀
伊
藩
中
屋
敷
に
赤
坂
離
宮
設
置

9
月
12
日
●
新
橋
・
横
浜
間
鉄
道
開
業

こ
の
年
●
芝
増
上
寺
山
内
松
蓮
社
に
海
軍
水
路
局
、
芝
公
園
内
に
海
軍
砲
兵
仮
屯

所
を
設
置

5
1
8
7
2

8
月
3
日
●
学
制
・
学
区
制
公
布

こ
の
年
●
芝
愛
宕
下
・
赤
坂
に
東
京
鎮
台
歩
兵
第
一
連
隊  

（
歩
兵
第
一
師
団
第
一

連
隊
）設
置

6
1
8
7
3

5
月
1
日
●
慶
應
義
塾
演
説
館
開
館

8
1
8
7
5

2
月
4
日
●
芝
栄
町
に
山
内
倶
楽
部  （
水
交
社
の
始
ま
り
）設
立

9
1
8
7
6

11
月
2
日
●
芝
・
赤
坂 

・
麻
布
各
区
誕
生

11
1
8
7
8

1
月
25
日
●
芝
青
松
寺
で
交
詢
社
発
会
式

13
1
8
8
0

7
月
●
芝
衛
生
会
創
設

こ
の
年
●
赤
坂
檜
町
に
陸
軍
第
一
師
団
歩
兵
第
一
連
隊
移
設

17
1
8
8
4

12
月
●
四
番
台
場
に
陸
軍
造
船
所
設
置

12
月
●
麻
布
三
河
台
町
に
陸
軍
第
一
師
団
歩
兵
第
一
旅
団
司
令
部
設
置

12
月
●
赤
坂
一
ツ
木
町
に
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
創
設

18
1
8
8
5

12
月
22
日
●
太
政
官
制
を
廃
し
内
閣
創
設

こ
の
年
●
青
山
練
兵
場
設
置

19
1
8
8
6

12
月
●
麻
布
区
本
村
町
に
東
京
製
綱
株
式
会
社
設
立

20
1
8
8
7

5
月
●
麻
布
三
河
台
町
歩
兵
第
一
旅
団
司
令
部
内
に
麻
布
連
隊
区
司
令
部
設
置

21
1
8
8
8

1
月
23
日
●
麻
布
新
龍
土
町
に
山
下
門
内
か
ら
陸
軍
第
一
師
団
歩
兵
第
三
連
隊

移
転

4
月
●
芝
田
町
の
品
川
電
灯
株
式
会
社
よ
り
送
電
開
始

22
1
8
8
9

2
月
11
日
●
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

5
月
1
日
●
東
京
市
誕
生

23
1
8
9
0

こ
の
年
●
第
1
回
帝
国
議
会
開
催

3
月
●
青
山
南
町
に
陸
軍
第
一
師
団
司
令
部
移
設

4
月
26
日
●
青
山
北
町
に
陸
軍
大
学
校
移
転

4
月
26
日
●
青
山
北
町
に
霞
ヶ
関
か
ら
近
衛
歩
兵
第
四
連
隊
移
設

24
1
8
9
1

こ
の
年
●
赤
坂
一
ツ
木
町
に
霞
ヶ
関
か
ら
近
衛
師
団
歩
兵
第
三
連
隊
移
転

26
1
8
9
3

11
月
26
日
●
慶
應
義
塾
学
生
、
旅
順
口
陥
落
祝
賀
の
提
灯
行
列
挙
行

こ
の
年
●
赤
坂
区
報
国
会
、
芝
区
兵
事
義
済
会
、
麻
布
区
兵
事
議
会
設
置

27
1
8
9
4

8
月
1
日
●
清
国
に
宣
戦
布
告（
日
清
戦
争
）

（
〜
1
8
9
5
年
）

8
月
●
青
山
南
町
一
丁
目
に
麻
布
三
河
台
町
か
ら
麻
布
連
隊
区
司
令
部
移
転

29
1
8
9
6

明治

近
代
の

戦
争
と

港
区

年
表

34
1
9
0
1

2
月
1
日
●
愛
国
婦
人
会
創
立

37
1
9
0
4

2
月
10
日
●
日
露
開
戦

9
月
6
日
●
青
山
練
兵
場
で
日
露
戦
争
凱
旋
観
兵
式
挙
行

38
1
9
0
5

9
月
5
日
●
日
露
講
和
条
約
締
結

39
1
9
0
6

4
月
30
日
●
初
の
在
郷
軍
人
会
創
立

（
東
京
神
田
区
在
郷
軍
人
会
）

12
月
7
日
●
在
郷
軍
人
会
麻
布
区
連
合
分
会
創
立

43
1
9
1
0

8
月
22
日
●
韓
国
併
合
に
関
す
る
日
韓
条
約
調
印

1
月
16
日
●
在
郷
軍
人
会
芝
区
・
赤
坂
区
連
合
分
会
創
立

2
月
15
日
●
日
本
赤
十
字
本
社
芝
公
園
に
創
立

44
1
9
1
1

9
月
13
日
●
明
治
天
皇
大
葬
、
赤
坂
の
自
邸
で
乃
木
夫
妻
自
刃

大正
1
1
9
1
2

3
1
9
1
4

8
月
23
日
●
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告

7
月
28
日
●
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

（
〜
1
9
1
8
年
11
月
） 

12
1
9
2
3

9
月
1
日
●
関
東
大
震
災

7
月
23
日
●
愛
宕
山
の
東
京
放
送
局
よ
り
本
放
送
開
始 

14
1
9
2
5

昭和
3
1
9
2
8

6
月
29
日
●
治
安
維
持
法
改
正
実
施 

6
1
9
3
1

9
月
18
日
●
満
州
事
変

7
1
9
3
2

5
月
15
日
●
五・一
五
事
件 

2
月
26
日
●
二・二
六
事
件

11
1
9
3
6

12
1
9
3
7

7
月
7
日
●
盧
溝
橋
事
件（
日
中
戦
争
開
戦
）

13
1
9
3
8

4
月
1
日
●
国
家
総
動
員
法
公
布

6
月
9
日
●
学
徒
の
集
団
勤
労
作
業
始
ま
る

14
1
9
3
9

9
月
1
日
●
ド
イ
ツ
軍
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻

（
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
）

15
1
9
4
0

9
月
27
日
●
日
独
伊
三
国
同
盟
調
印 

16
1
9
4
1

3
月
1
日
●
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称

（
4
月
1
日
施
行
）

5
月
20
日
●
東
京
港
開
港

11
月
22
日
●
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
公
布

（
12
月
1
日
施
行
） 

12
月
8
日
●
真
珠
湾
奇
襲
、
米
英
に
宣
戦
布
告 

17
1
9
4
2

3
月
●
大
日
本
婦
人
会
芝
支
部
発
足
、
全
婦
人
団
体

統
合

6
月
●
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
軍
敗
北

10
月
21
日
●
神
宮
外
苑
で
出
陣
学
徒
壮
行
会
挙
行 

18
1
9
4
3

2
月
1
日
●
日
本
軍
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
よ
り
撤
退

12
月
1
日
●
学
徒
出
陣
対
象
者
の
陸
軍
入
営（
海
軍

は
10
日
） 

9
月
8
日
●
イ
タ
リ
ア
、
無
条
件
降
伏

港
区
の
で
き
ご
と

日
本
の
で
き
ご
と

世
界
の
で
き
ご
と
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港
区
と
戦
争

第
1
部

19
1
9
4
4

8
月
4
日
●
学
童
集
団
疎
開
開
始

10
月
24
日
●
日
本
軍
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
主
力
喪
失 

3
月
9
〜
10
日
●
東
京
大
空
襲

5
月
24
〜
25
日
●
東
京
山
の
手
大
空
襲

9
月
●
檜
町
の
歩
兵
第
一
連
隊
、
新
龍
土
町
の
歩
兵
第
三
連
隊
、
連
合
軍
に
接
収 

20
1
9
4
5

3
月
18
日
●
勤
労
動
員
の
た
め
中
学
以
上
の
授
業
を

停
止

8
月
6
日
●
広
島
に
原
子
爆
弾
投
下

8
月
9
日
●
長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下

8
月
15
日
●
戦
争
終
結
の
詔
書
が
放
送
さ
れ
る

（
玉
音
放
送
） 

5
月
7
日
●
ド
イ
ツ
軍
、
無
条
件
降
伏

21
1
9
4
6

11
月
3
日
●
日
本
国
憲
法
公
布 

3
月
15
日
●
芝
、
麻
布
、
赤
坂
区
統
合
、
港
区
誕
生 

22
1
9
4
7

25
1
9
5
0

6
月
25
日
●
朝
鮮
戦
争
勃
発

（
1
9
5
3
年
7
月 

休
戦
協
定
調
印
）

26
1
9
5
1

9
月
8
日
●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
調
印
、

日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

29
1
9
5
4

3
月
1
日
●
第
五
福
竜
丸
事
件

30
1
9
5
5

4
月
18
日
●
ア
ジ
ア・ア
フ
リ
カ
会
議（
バ
ン
ド
ン
会

議
）

12
月
23
日
●
東
京
タ
ワ
ー
完
工
式

33
1
9
5
8

1
月
11
日
●
赤
坂
檜
町
の
旧
歩
兵
第
一
連
隊
舎
、
接
収
解
除
に
よ
り
防
衛
庁
庁
舎
に

35
1
9
6
0

9
月
17
日
●
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業

36
1
9
6
1

1
9
6
3

8
月
5
日
●
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
を
締
結

39
1
9
6
4

10
月
●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

（
10
月
10
日
〜
11
月
3
日
）

40
1
9
6
5

こ
の
年
●
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
本
格
化

47
1
9
7
2

5
月
15
日
●
沖
縄
返
還

9
月
29
日
●
日
中
国
交
正
常
化 

54
1
9
7
9

12
月
27
日
●
ソ
連
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

（
〜
1
9
8
9
年
2
月
）

55
1
9
8
0

9
月
22
日
●
イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
全
面
戦
争
へ 

近
代
の

戦
争
と

港
区

年
表

8
月
15
日
●
港
区
平
和
都
市
宣
言

こ
の
年
●
原
爆
写
真
展（
現
在
の
平
和
展
）の
開
始

60
1
9
8
5

こ
の
年
●
港
区
平
和
青
年
団
事
業
の
開
始

こ
の
年
●「
平
和
の
女
神
像
」を
設
置

61
1
9
8
6

63
1
9
8
8

8
月
20
日
●
イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
停
戦 

平成
1
1
9
8
9

6
月
4
日
●
天
安
門
事
件

3
月
25
日
●
戦
争
・
戦
災
体
験
集（
第
1
集
）を
発
行

2
1
9
9
0

10
月
3
日
●
東
西
ド
イ
ツ
、
国
家
統
一 

3
1
9
9
1

1
月
17
日
●
湾
岸
戦
争
開
始（
〜
1
9
9
1
年
3
月
）

こ
の
年
●
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
に
加
入

4
1
9
9
2

6
月
15
日
●
P
K
O
協
力
法
成
立 

1
9
9
6

12
月
●
原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
に

9
月
10
日
●
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
を
採
択

13
2
0
0
1

9
月
11
日
●
ア
メ
リ
カ
で
9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ 

10
月
7
日
●
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
空
爆 

15
2
0
0
3

3
月
20
日
●
イ
ラ
ク
戦
争
開
始

（
〜
2
0
0
3
年
5
月
）

8
月
15
日
●
港
区
平
和
都
市
宣
言
20
周
年
、
区
立
芝
公
園
内
に「
平
和
の
灯
」設
置

17
2
0
0
5

3
月
31
日
●
戦
争
・
戦
災
体
験
集（
第
2
集
）を
発
行

18
2
0
0
6

6
月
27
日
●
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
、
パ
レ
ス
チ
ナ・ガ
ザ
地

区
に
侵
攻

10
月
9
日
●
北
朝
鮮
、
核
実
験
実
施
を
発
表

こ
の
年
●
表
参
道
に
区
政
六
十
周
年
記
念
碑「
和
を
の
ぞ
む
」を
設
置

19
2
0
0
7

4
月
1
日
●
平
和
市
長
会
議（
現
：
平
和
首
長
会
議
）へ
加
盟

22
2
0
1
0

こ
の
年
●
平
和
を
考
え
る
つ
ど
い（
現
在
の
平
和
の
つ
ど
い
）の
開
始

25
2
0
1
3

8
月
15
日
●
港
区
平
和
都
市
宣
言
30
周
年

27
2
0
1
5

3
月
31
日
●
港
区
戦
争
・
戦
災
体
験
集（
第
3
集
）を
発
行

28
2
0
1
6

29
2
0
1
7

7
月
7
日
●
核
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択（
ア
メ
リ
カ・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

令和
3
2
0
2
1

7
月
●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

（
7
月
23
日
〜
8
月
8
日
）

1
月
22
日
●
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

8
月
30
日
●
ア
メ
リ
カ
軍
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退

4
2
0
2
2

2
月
24
日
●
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

5
2
0
2
3

10
月
7
日
●
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃

6
2
0
2
4

12
月
10
日
●
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会（
日
本

被
団
協
）ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

10
月
1
日
●
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
レ
バ
ノ
ン
侵
攻

8
月
15
日
●
港
区
平
和
都
市
宣
言
40
周
年

7
2
0
2
5

港
区
の
で
き
ご
と

日
本
の
で
き
ご
と

世
界
の
で
き
ご
と

昭和

59 58

近
代
の
戦
争
と
港
区

年
表




